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ＳＳＨ報告集 巻頭言 

 

埼玉県立所沢北高等学校長 木 村 郁 文 

 

本校は、日本の航空発祥の地、所沢飛行場跡地の北端にあります。昭和４９年（１９７４年）

に全日制普通科の高校として創立され、今年度５２年目を迎えた学校です。開校以来、「叡智育

成・自主自律」の教育理念のもと、高い志をもった社会に貢献する人材を育成するため、「文武両

道」を掲げて発展してまいりました。平成２８年（２０１６年）に理数科を開設し、理数科も設

置から１０年を超えるようになりました。理数科開設以来の悲願であったスーパーサイエンスハ

イスクール（以下、ＳＳＨ）に、昨年度、ようやく指定をいただくことができました。ただいま

Ⅰ期の指定校として試行錯誤しながら取り組んでおります。 

さて、本校のＳＳＨの研究開発課題は、「２０５０年カーボンニュートラル社会に向けて、地域

や社会の持続的発展を牽引する科学技術人材の育成のためのカリキュラムの開発」です。カーボ

ンニュートラルをきっかけにした教科等横断型の授業や理数科を中心とした課題研究、普通科に

はＳＴＥＡＭ教育の視点を取り入れた探究活動などの取組など課題解決に向けて協働しながら主

体的に探究する資質・能力を育むためのカリキュラム開発に取り組んでいます。 

具体的には、所沢市や大学と連携して新たな科目「ＳＳコラボレーション」を設置して、カー

ボンニュートラルをテーマに科目の枠を超えた授業実践に取り組みました。 

本校ＳＳＨへの取組の中心となる探究活動については、普通科に「ＳＳ探究」を設置して東京

大学生産技術研究所のご協力をいただきながらＳＴＥＡＭ教育の視点を取り入れて取り組んでい

ます。理数科については、これまでの「理数探究」の活動をより充実させ、探究活動の評価にル

ーブリックを取り入れ、探究活動の評価方法の改善を進めるなど取り組んできております。 

さらに、理数系への興味・関心の向上を図るため、校外実習を実施しています。例えば、磯の

生物の観察や地質巡検を行う「臨海実習」（理数科）、ＪＡＸＡやＮＩＭＳなどを見学する「筑波

研究学園都市見学」（理数科）、日本科学未来館での「科学プレゼンテーション実習」（理数科）、

早稲田大学で実施する豚の脳を使った「脳実習」（理数科、普通科の希望者）への参加など様々な

機会を提供し、生徒の科学的思考力等の育成に取り組んでいます。 

ＳＳＨの運営については、東京大学、慶應義塾大学、早稲田大学、所沢市、企業から運営指導

委員に就いていただき、御助言や御指導をいただいています。 

 こうした一連の活動により、普段の学習だけでは得られない、生徒が現在の社会で求められて

いる課題を解決していく能力の向上に効果が得られるとともに、ＳＳＨ事業の目的である科学技

術人材の育成に資するものと考えています。今後も引き続きこれまでの取組の充実を図るととも

に、研究開発課題を見据えてカリキュラムの開発に取り組んでまいります。 

 本冊子は、これまでの本校のＳＳＨの活動をまとめたものです。生徒の取組に敬意を表すると

ともに、指導に当たられた教職員の尽力にも感謝を申し上げたいと思います。 

結びに、本校ＳＳＨへの取組については、文部科学省並びに国立研究開発法人科学技術振興機

構、埼玉県教育委員会、所沢市、関係各大学や関係各企業の皆様、本校ＳＳＨ運営指導委員の皆

様の御支援の賜物と深く感謝申し上げます。このＳＳＨの取組をさらなる本校発展の契機とし

て、ますますの教育内容の充実に取り組んでまいります。今後の本校のＳＳＨ事業の充実、発展

のため、引き続き関係の皆様の御指導、御支援を賜りますようお願い申し上げ、巻頭言のあいさ

つといたします。 
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別紙様式１ 

埼玉県立所沢北高等学校 基礎枠 

令和６年度指定第１期目 指定期間 06～10 

 

❶令和７年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 

 

① 研究開発課題  

２０５０年カーボンニュートラル社会に向けて、地域や社会の持続的発展を牽引する科学技術人材育成の 

ためのカリキュラム開発 

② 研究開発の概要  

⑴ 理数科の教育課程を改定し、課題研究の質的・量的な向上を図る。 

⑵ 普通科の教育課程を改定し、課題研究やＳＴＥＡＭ型探究活動に取り組む機会を創出する。 

⑶ 大学・研究機関、所沢市等の行政、企業やＮＰＯ・ＮＧＯ等との連携・協働により、課題研究や探究 

活動を発展・充実させる。 

③ 令和７年度実施規模  
 

学 科 

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 計 
実施規

模 生徒

数 

学級

数 

生徒

数 

学級

数 

生徒

数 

学級

数 

生徒

数 

学級

数 
生徒数 

学級

数 

普通科 320 8 316 8 312 8   948 24 全 校 生

徒 を 対

象 に 実

施 

 理系 - - 176 4 177 4     

 文系 - - 140 4 135 4     

理数科 40 1 39 1 38 1   117 3 

課程ごとの計 358 9 355 9 350 9   1,065 27 

 ④ 研究開発の内容  

○研究開発計画 

年度 テーマ  計画内容 

Ｒ６ 

 

１ 

年 

次 

Ⅰ 

・「理数探究基礎」の授業実践及び改善 

・「理数探究」の指導計画及び評価計画の案の見直し・改善 

・ＳＳコラボレーションの授業実践及び内容の見直し・改善 

・年間指導計画及び評価計画の実施 

Ⅱ 

・東京大学生産技術研究所ＯＮＧと連携・協働し、開発したＳＴＥＡＭ型探究プロ

グラムを実践 

・「ＳＳ探究Ⅰ」の授業実践及び評価の実施 

・「ＳＳ探究Ⅱ・Ⅲ」の年間指導計画及び評価計画の試案の見直し・改善 

・「ＳＳ課題研究」の指導計画及び評価計画の試案作成 

Ⅲ 

・所沢市マチごとエコタウン課との連携事業の継続 

・所沢市、大学・研究機関、ＮＰＯ等と連携した「カーボンニュートラル・セミナ

ー」を学年単位で開催（対象１学年） 

・カーボンニュートラル先進国視察研修の実施 

その

他 

・学校ホームページ等でのＳＳＨ活動状況の情報発信 

・ＳＳＨ事業報告書の作成・公表 

・理系文化部の課題研究の実施と科学技術・理数系コンテスト等への出場 
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Ｒ７ 

 

２ 

年 

次 

Ⅰ 

・「理数探究基礎」の授業実践及び内容の見直し・改善 

・「理数探究」の授業実践及び内容の見直し・改善 

・ＳＳコラボレーションの授業実践及び内容の見直し・改善 

・年間指導計画及び評価計画の見直し・改善 

Ⅱ 

・独自開発の「課題設定（テーマ決め）」に係るワークショップを実施 

・「ＳＳ探究Ⅰ・Ⅱ」の授業実践及び内容の見直し・改善 

・「ＳＳ探究Ⅲ」の年間指導計画及び評価計画の試案の見直し・改善 

・「ＳＳ課題研究」の授業実践及び内容の見直し・改善 

Ⅲ 

・所沢市マチごとエコタウン課との連携事業の継続 

・企業等との連携を模索 

・所沢市、大学・研究機関、ＮＰＯ等と連携した「カーボンニュートラル・セミナ

ー」を学年単位で開催（対象１学年） 

・カーボンニュートラル海外視察研修の実施場所及び計画の見直し 

その

他 

・学校ホームページ等でのＳＳＨ活動状況の情報発信 

・ＳＳＨ事業報告書の作成・公表 

・理系文化部の課題研究の実施と科学技術・理数系コンテスト等への出場数の増加  

Ｒ８ 

 

３ 

年 

次 

Ⅰ 

・「理数探究基礎」の指導計画及び評価計画の見直し・改善 

・「理数探究」の指導計画及び評価計画の見直し・改善 

・ＳＳコラボレーションの授業実践及び内容の見直し・改善 

・年間指導計画及び評価計画の見直し・改善 

・各科目等の単元配列表と関連付けた指導計画を作成 

Ⅱ 

・独自開発の「課題設定（テーマ決め）」に係るワークショップを実施 

・「ＳＳ探究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の授業実践及び内容の見直し・改善 

・「ＳＳ探究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の年間指導計画及び評価計画の試案の見直し・改善 

・「ＳＳ課題研究」の指導計画及び評価計画の見直し・改善 

Ⅲ 

・所沢市マチごとエコタウン課との連携事業の継続 

・企業等との連携・協働の実施 

・環境省等の省庁との連携を模索 

・所沢市、大学・研究機関、ＮＰＯ等と連携した「カーボンニュートラル・セミナ

ー」を学年単位で開催（対象１学年） 

・カーボンニュートラル先進国視察研修の実施場所及び計画の見直し 

その

他 

・学校ホームページ等でのＳＳＨ活動状況の情報発信 

・ＳＳＨ事業報告書の作成・公表 

・理系文化部の課題研究の実施と科学技術・理数系コンテスト等への出場数の増加  

Ｒ ９ 

４ 年

次 

ⅠⅡ 

Ⅲ他 

・ＳＳＨ教育課程完成後の課題整理 

・中間評価を踏まえた事業全体の見直し・改善 

Ｒ 1 0 

５ 年

次 

ⅠⅡ 

Ⅲ他 

・４年次までに見直し・改善した事業計画を実施し、ＳＳＨ指定期間を総合的に評

価 

・ＳＳＨⅡ期指定に向けた準備の実施 
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○教育課程上の特例 

 

○教育課程の内容のうち特徴的な事項 

【理数科の課題研究に係る科目等】 

 

【普通科の探究的な学習活動及び課題研究に係る科目等】 

学年 普通科 
 

理数科 
希望者 

１学年 ＳＳ探究Ⅰ (１単位) ＳＳ探究Ⅰ  (１単位) 理数探究基礎 (１単位) 

２学年 ＳＳ探究Ⅱ (１単位) 
ＳＳ探究Ⅱ  (１単位) 

理数探究  (２単位) 
ＳＳ課題研究 (１単位) 

３学年 ＳＳ探究Ⅲ (１単位) 
ＳＳ探究Ⅲ  (１単位) 理数探究  (１単位) 

科学技術・理数系コンテスト等への出展 

 

○具体的な研究事項・活動内容 

【１】理数科の教育課程改定及び課題研究のカリキュラム開発 

  ○１学年に履修する「理数探究基礎」及び「ＳＳコラボレーション」における学びを生かし、 

２・３学年の「理数探究」計３単位において課題研究の充実を図る。 

令和６年度以降の入学生 

学科・ 

コース 

開設する  

教科・科目等  

代替される  

教科・科目等  対  象  

教科・科目名  単位数  教科・科目名  単位数  

普通科 

ＳＳ探究Ⅰ １ 総合的な探究の時間 １ １学年全員 

ＳＳ探究Ⅱ １ 総合的な探究の時間 １ ２学年全員 

ＳＳ探究Ⅲ １ 総合的な探究の時間 １ ３学年全員 

普・理 ＳＳ情報 ２ 情報Ⅰ ２ １学年全員 

理数科 

ＳＳ数学 ４ 理数数学特論 ４ ２・３学年全員 

ＳＳ物理Ⅰ ４ 理数物理 ４ ２学年全員 

ＳＳ化学 １０ 理数化学 １０ １・２・３学年全員 

ＳＳ生物Ⅰ ４ 理数生物 ４ １・２学年全員 

学科 理 数 科 位置付け 

１学年 理数探究基礎 (１単位) 
ＳＳコラボレー

ション(１単位) 
課題研究に向けた基礎・基本の習得 

２学年 理数探究  (２単位) 課題研究の実践・発表 

３学年 
理数探究  (１単位)  課題研究の見直し・改善・発展 

学科 理 数 科 位置付け 

１学年 理数探究基礎 (１単位) 
ＳＳコラボレー

ション(１単位) 
課題研究に向けた基礎・基本の習得 

２学年 理数探究  (２単位) 課題研究の実践・発表 

３学年 
理数探究  (１単位)  課題研究の見直し・改善・発展 
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○「ＳＳコラボレーション」は、主に以下の２つの形態の教科等横断・融合型授業を開発・実践する。 

ＳＳＨ指定１・２年目までは、実践可能な教科等横断・融合型授業を開発・実践しながら、３年目 

からは各科目の単元配列表と関連付けを行い、体系的な年間指導計画へと改善していく。 

【リレー・コラボ】 

  一つのテーマについて複数の教科等の切り口（見方・考え方）による授業をリレーでつなぐ教科等 

横断型授業を開発し、実践する。 

 ●【令和７年度年間授業計画】テーマ「所沢市におけるカーボンニュートラルについて」 

  

【ユニット・コラボ】 

  ２つの教科等（理数系×その他）教員のティーム・ティーチングによる教科等融合型授業を開発し、 

実践する。 

 【令和７年度年間授業計画】（各回１コマ６５分） 

 リレ

ー 

ユニ

ット 
回 内 容 担当教科・科目 

 

 

１ 

 

〇  １ 科目ガイダンス、年間計画等について ＳＳＨ推進委員会 

〇  ２ 気候変動問題とカーボンニュートラルについて 公民 

〇  ３ 地球温暖化の仕組み、温室効果ガスについて 化学 

〇  ４ 気候変動が生態系や食・農に与える影響 生物 

  教科 授業内容 時間 

第一走者 

出前授業 

【所沢市役所】 

・「ゼロカーボンシティ宣言」について 

・「マチごとゼロカーボン市民会議」の施策提案 

を受けて 

６５分 

第二走者 

【地理・歴史】 

・所沢市の歴史と環境問題 

・所沢市の地政学 
６５分 

第三走者 

【化学】 

・地球温暖化の仕組みについて 

・温室効果ガス（ＧＨＧ）について 
６５分 

第四走者 

【生物】 

・気候変動問題が所沢市の生態系に与える影響について 

・気候変動問題が所沢市の食や農に与える影響について 
６５分 

第五走者 

【数学】 

・方程式と恒等式について 

・茅恒等式の基本と応用について 
６５分 

第六走者 

講義・ＷＳ 

【大学・大学院】 

・カーボンニュートラルに向けてどのようなアクションが必要か 

・茅恒等式からのアプローチ 
１３０分 

第七走者 

【公民】 

・気候正義「Climate Justice」とは何か 

・カーボンニュートラルと社会・経済・まちづくりの姿について 
６５分 

第八走者 

【物理】 

・エネルギーフローから考えるカーボンニュートラル 

・ところざわ未来電力と再生エネルギー施設について 
６５分 

第九走者 

【家庭】 

・カーボンニュートラルに向けた住居 

・カーボンニュートラルによる食の変化 
６５分 

第十走者 

【英語】 
・ＣＯＰ２６「グラスゴー宣言」英文和訳・読解 ６５分 

第十一走者 

講義・ＷＳ 

【研究機関・ＮＰＯ等】  

・２０５０年カーボンニュートラル社会を拓く 

・現状分析・課題と今後の取組について 
１３０分 
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学 

 

 

期 

〇  ５ 再生可能エネルギーと所沢市の取組について 物理 

〇  ６ 
カーボンニュートラル・セミナー 

１日目（３コマ） 

外部講師（大学

教授・有識者） 
〇  ７ 

〇  ８ 

〇  ９ 
カーボンニュートラル・セミナー 

２日目（３コマ） 

外部講師（所沢

市役所・青年環

境ＮＧＯ） 

〇  10 

〇  11 

〇  12 １学期のまとめと振り返り ＳＳＨ推進委員会 

 

２ 

 

学 

 

期 

 〇 13 
料理を科学する 化学×家庭 

 〇 14 

 〇 15 
物理の知識が走りを変える 物理×体育 

 〇 16 

 〇 17 
ＤＮＡの抽出実験 生物×英語 

 〇 18 

 

３ 

学 

期 

 〇 19 社会的選択理論の考察 

～学級会から国政選挙まで～ 
数学×地歴 

 〇 20 

 〇 21 組体操を科学する 数学×体育 

〇  22 年間のまとめとレポート作成 国語 

〇  23 年間のまとめとレポート作成 ＳＳＨ推進委員会 

計 14回 ９回    

 

【２】普通科の教育課程改定及びＳＴＥＡＭ型探究活動のカリキュラム開発 

 学年 普通科 
 

理数科 
希望者 

１学年 ＳＳ探究Ⅰ (１単位) ＳＳ探究Ⅰ  (１単位) 理数探究基礎 (１単位) 

２学年 ＳＳ探究Ⅱ (１単位) 
ＳＳ探究Ⅱ  (１単位) 

理数探究  (２単位) 
ＳＳ課題研究 (１単位) 

３学年 ＳＳ探究Ⅲ (１単位) 
ＳＳ探究Ⅲ  (１単位) 理数探究  (１単位) 

科学技術・理数系コンテスト等への出展 

  ◯ＳＴＥＡＭ型探究活動を研究・開発し、普通科における学校設定科目「ＳＳ探究Ⅰ」において実践

する。外部（例：東京大学生産技術研究所次世代オフィス）による助言も参考にし、本校独自の探究

的な学習活動へと改善し、実施していく。「ＳＳ探究Ⅰ」の１～２学期の授業では、「理数探究基礎」

の内容を踏まえ、データサイエンスの手法等を学習させる。２～３学期の授業においては、ＳＴＥＡ

Ｍの視点からの課題設定（テーマ決め）を行う。「ＳＳ探究Ⅱ・Ⅲ」では、ＳＴＥＡＭを踏まえた探

究活動を実践する。 

◯「ＳＳ課題研究」の選択者（普通科２学年）は、「ＳＳ探究Ⅱ」と合わせた２単位授業時間を、理

数科科目「理数探究（２単位）」と同時並行で実施し、理数科生徒とともに課題研究に取り組む。 

◯大学・研究機関等の女性理系研究者を招き、講演やワークショップを本校で開催する。また、本校の

卒業生等で理系学部・大学院で学ぶ学生・院生との意見交換会を設定し、探究活動についてのフィード

バックを得ることで、探究活動の見直し・改善につなげる。 

 

【３】大学・研究機関、所沢市等の行政、企業やＮＰＯ・ＮＧＯ等と連携・協働した取組 
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  ◯本校がこれまでに構築してきた大学・研究機関等との連携に加え、カーボンニュートラルを研究す

る施設との共同実験等を行い、課題研究や探究的な学習活動を深める。大学・研究機関等から研究者

を招き、講演・講義等を実施したり、大学・研究機関等を訪問して本事業に係る取組等について指導

・助言を求めたりするなどして、本校の生徒・教員の知見を深める。また、生徒個別の課題研究や探

究的な学習活動について、大学生・大学院生等からフィードバックを得ることで改善につなげる。 

  ◯カーボンニュートラルを共通課題（共通言語）として、様々な環境問題等も含め、所沢市や近隣４

市の地域・行政と連携し、科学的見地から地域における課題を設定する。特に、所沢市マチごとエコ

タウン課、マチごとゼロカーボン市民会議関係者等からの情報収集や双方向性の対話の場によるフィ

ードバック、市周辺のデータ収集、整理・分析、フィールドワーク等を通して、課題設定を行う。 

  ◯カーボンニュートラルを宣言・推進している企業やＮＰＯ・ＮＧＯ等と連携・協働し、外部での発

表や取組の提案等を行うことで、課題研究や探究的な学習活動を充実させる。企業やＮＰＯ・ＮＧＯ

等から専門家を招き、講義やワークショップを開催する。実社会におけるカーボンニュートラルに向

けた企業や市民の具体的な取組から、社会実装的な学びを見出し、未来社会の構築を生徒一人一人が

考える機会とする。 

  〇課題設定（テーマ決め）のきっかけをはじめ、課題研究や探究的な学習活動に資する知識及び技能

の習得に際して、大学・研究機関、所沢市等の行政、企業やＮＰＯ・ＮＧＯ等と連携して、それらの

質的な向上を図る。概要については、下表のとおりである。 

 

対象 取組の概要 実施時期 

１学年 

全生徒 

カーボンニュートラル・セミナー 

（大学・研究機関、所沢市、ＮＧＯ等の専門家による講義・協働学習）  
７/10,11 

理数科 

１学年 

臨海実習 

（観音崎自然博物館及び周辺海岸、城ケ崎西部海岸周辺）  

7/24,25,26 

2 泊 3 日 

理数科 

１学年 
筑波研究学園都市見学実習（ＪＡＸＡ・ＮＩＭＳ・ＫＥＫ等） 12/4 

理数科 

２学年 
科学プレゼンテーション実習（日本科学未来館） 9/12 

全校 

生徒 
ＳＳＨ講演会（専門家による講義・年２回） 

12/17・ 

2/4 

希望者 

全生徒 

カーボンニュートラル海外先進国研修 

（シンガポール・3 泊 6 日） 
3/14～19 

 

【４】科学技術人材育成に関する取組 

○「ＳＳＨ講演会」を全生徒対象に年２回開催する。 

  ○以下の科学技術人材育成に関する取組は、希望者を対象とする。 

 取組の概要 関連教科・科目 実施時期 

海外研修「環境先進国視察」シンガポール 物理・化学・公民 ３月 

所沢市「カーボンニュートラル・シンポジウム」 

（本校代表生徒の発表、希望生徒・一般市民の参加） 
物理・化学・生物 ９月 

科学の甲子園県大会勉強会 理数全般 １０月 

東京大学農学部「遺伝子組み換え実験」於本校生物室 

（本校生徒及び川越高・川越女子高・松山高の生徒） 
生物 

８月 

（２日間） 

東京大学グローバルサイエンスキャンパス 理科・数学 通年 

慶應大学グローバルサイエンスキャンパス 生物・化学 通年 

東京大学「高校生と大学生のための金曜特別講座」 全教科 通年 
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東京大学「高校生のための冬休み講座」 理科・数学 １２月 

東京大学農学部公開シンポジウム・公開セミナー 生物・化学 年２回 

東北大学「高校生向け Web 講義」 化学 通年 

筑波大学ＧＦＥＳＴ 理科・数学 通年 

東京工業大学「女性活躍支援部門主催イベント」 理科・数学 通年 

早稲田大学人間科学学術院生命科学系シンポジウム 生物・化学 １０月 

早稲田大学「ヒューマンサイエンスキャンパス」 生物 １２月 

慶應大学医学部「食育に関するワークショップ」 

（近隣の小・中・高校と合同で実施） 
家庭・化学・生物 ２月 

東京理科大学「坊っちゃん講座」 理科・数学 通年 

東京理科大学「高校生と高校理科教員のための講座」 理科 年２回 

東洋大学「高校生のためのおいしい科学実験講座」 家庭・化学 ８月 

 

【５】科学技術・理数系コンテスト等への参加促進 

科学への興味関心を高め、課題研究や探究的な学習活動をより発展させるため、科学技術・理数系

コンテストへの参加を促進する。コンテスト前に事前学習をしっかりと行うとともに、成果物の見

直し・改善をさせ、準備万端の状態でコンテストへ挑ませることで、優秀な成績を収めさせる。 

 

【６】世界的な課題に取り組む資質・能力の育成に係る取組 

   理数系教育を重視し、「ＳＳ数学」「ＳＳ物理Ⅰ・Ⅱ」「ＳＳ化学」「ＳＳ生物Ⅰ・Ⅱ」において

は、課題発見・解決能力、科学的思考力（論理的思考力を含む。）の育成を目指し、不断の授業改

善を行う。 

学科 科目名 概要 

普通

科 

・ 

理数

科 

「ＳＳ情報」  情報Ⅰの内容の理解に加え、情報Ⅱで扱う重回帰、分類、クラ

スタ分析、主成分分析などデータのモデリングとその表現ができ

るようにする。表計算ソフトウエアの活用により、基本統計量の

算出方法などを学び、Python の Numpy、Pandas、Matplotlib などで

より高度なデータ表現ができるような実習を行う。 

 

理 

 

数 

 

科 

「ＳＳ物理Ⅰ」  課題発見・解決能力、科学的思考力とともに、高いコミュニケ

ーション能力を育成するために、「課題設定」「仮説」「実験」

「検証・考察」のプロセスを協働で実施する。 

「ＳＳ化学」  課題発見・解決能力、科学的思考力とともに、グローバルな視

野と多様な他者と協働する力を育成するために、大学・研究機関

等と連携し、最新の化学に触れる機会を作る。 

「ＳＳ生物Ⅰ」  課題発見・解決能力、科学的思考力とともに、実験においても

探究的に学ぶ態度を育成するために、明確な目的を示して、得ら

れた結果から分析・評価して考察する実験を行う。 

 

【７】世界的な課題に取り組む資質・能力の育成に係る取組 

  ○研究開発の背景テーマでもある「カーボンニュートラル社会」の実現に向けて、地元所沢市と連携 

・協働して課題解決に努めるとともに、世界的な共通課題であるカーボンニュートラルに向けた海外 

の取組を実体験することで、ローカルとグローバルな視点を併せ持ち、より大きな課題に挑戦できる 

資質・能力を育むことを目的とし、海外研修を実施する。 

  〇海外研修の訪問国は、シンガポールとする。 

「シンガポール・グリーンプラン２０３０」に沿って行っている環境施策等を実際体験する。 

対象生徒は、全校から希望者を募る。 
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 ⑤ 研究開発の成果  

【１】理数科の教育課程改定及び課題研究のカリキュラム開発 

⑴ 「理数探究基礎」 

・コンピュータを用いてデータの扱いを学ばせることができ、統計の知識を習得することで課題研究の検

定分野の基礎を育むことにつながった。 

・研究倫理の授業内容を深めることができた。昨年度の研究倫理の授業は、「知る」で終わってしまった

が、本年度は「考える」場面を多く作ることができた。また、公正研究推進協会の教材（基礎編）の学習

を全員が完了した。これから取り組む課題研究をイメージした研究倫理の授業にすることができた。 

⑵ 「ＳＳコラボレーション」 

・「リレー・コラボ」については、昨年度同様に各教科目の特性を生かしながらカーボンニュートラル・

セミナーに帰結させる指導計画をたて、効果的に実践できた。 

・「ユニット・コラボ」については、昨年度の振り返りを踏まえ、新たな授業開発もしながら指導計画を

見直した。当該学年の教員が多く指導に入ることで、より生徒の興味関心や実態に即した授業が実践でき、

理数探究基礎や理数探究等、他のカリキュラムとのつながりを生徒に意識させることができた。 

・評価については、各担当者の評価を一つの評価に集約する流れを構築し、併せて生徒へのフィードバッ

クを適切に行ったことで、指導と評価の一体化を図った。 

⑶ 「理数探究」 

・３年間を想定したスケジュールに、校外発表会もタイミングよく取り入れた指導計画が立案できた。研

究目的プレゼン、研究過程報告会など、成果主義でなく生徒の試行錯誤を成長に結びつける方策と、中間

発表会、本発表会、最終成果発表会、研究論文作成など成果発表の方法を学ぶ方策がバランスよく位置づ

けられた計画になった。また、３年間の活動の評価方法もある程度確立できた。理数科全生徒が必ず、校

外におけるポスター発表１回、口頭発表１回、論文発表１回を経験するという取り組みはスムーズに進め

られた。 

・ルーブリックの活用度が低いことが課題であったが、節目となる活動ごとの振り返りシートをつくりそ

れを蓄積していくことで、目標設定や課題抽出を継続していく活動を始めたことにより、ルーブリックの

活用度が格段に高くなった。 

 

【２】普通科の教育課程改定及びＳＴＥＡＭ型探究活動のカリキュラム開発 

・「ＳＳ課題研究」を新設し、理数科の生徒と一緒に課題研究に取り組む生徒が普通科の中にいることで、

放課後などに取り組む生徒も増え、課題研究にこれまでより熱心に取り組む雰囲気を醸成できた。 

・「ＳＳ探究Ⅰ・Ⅱ」で体系的に探究活動に取り組み、探究サイクルである「①課題の設定②情報の収集

③分析・整理④まとめ・表現」を単元として学習することで、生徒に探究のプロセスを意識させることが

できた。 

・東京大学生産技術研究所ＯＮＧが開発した探究メソッドを活用し、生徒が自己理解を深めながら、課題

設定を行うことができた。 

・設定した課題を発表し、他者にフィードバックしてもらうことで、課題（テーマ）をブラッシュアップ

することができた。 

・課題解決のために探究活動を実施する過程で、自己の在り方に気づき、自己調整をする力を育成できた。 

 

【３】大学・研究機関、所沢市等の行政、企業やＮＰＯ・ＮＧＯ等と連携・協働した取組 

・運営指導委員の一人である東京大学生産技術研究所大島まり教授の助言により、普通科８クラスの探究

テーマ設定に生産技術研究所ＯＮＧ方式を本校に合わせた形で実施した。 

・１年生９クラス対象に所沢市や（一社）環境政策対話研究所、青年環境ＮＧＯ、大日本印刷（ＤＮＰ）



- 12 - 

 

 

と協働して、カーボンニュートラル・セミナーを２日間かけて実施し、気候変動問題やカーボンニュート

ラルという考え方についての理解が進んだ生徒が９割に上り、エネルギーの使い方や消費行動を見直す意

識が高まった。 

・様々な立場の取組や考え方を聞くことで、複数の立場や考え方を比較しながら検討する多角的・批判的

思考力が養われた。 

 

【４】科学技術人材育成に関する取組 

・「臨海実習」でじっくりと自然と向き合う体験を通して、自然科学への知的好奇心が高まり、科学技術

人材に必要な主体的な学びの姿勢を高めることができた。 

・ＳＳＨ講演会を実施し、生徒の学びに向かう力や知的好奇心を喚起した１回目は東京都立大学の松浦克

美名誉教授による「なぜ研究したか、どう研究したか、何を研究したか」のご講演をいただいた。（１２

月１７日）。２回目は、埼玉大学の松原和樹准教授による「みんなで数楽～パズルやゲームに潜む数理～」

のご講演をいただく。（２月４日実施予定）。 

・運営指導委員の一人である早稲田大学榊原伸一教授によるブタとマウスの脳の実習を所沢キャンパスで

実施し１９名の生徒が参加した。 

・東京大学金曜講座や東京理科大学坊っちゃん講座および東北大学高校生向けＷｅｂ講義に、希望生徒が

参加した。 

 

【５】科学技術・理数系コンテスト等への参加促進 

・本年度は校外における研究発表を課題研究のカリキュラムの一部に位置づけた。理数科全生徒が必ず、

ポスター発表１回、口頭発表１回、論文発表１回を経験するという方針で取り組んでいる。また、本年度

は SSH 事業の予算支援もあり、ＳＳＨ生徒研究発表会（神戸）、日本動物学会（長崎）、日本生態学会

（札幌）などに校外研究発表が大幅に増やすことができた。 

・科学の甲子園埼玉県大会に向け、２学期から過去に出題された問題等の「事前学習会」を実施し、２チ

ームが参加した。実技競技の内容についても、２チームが協力して準備した。 

・数学オリンピックに１１名、物理チャレンジに６名参加した。 

 

【６】１年次理数３科目化と学校設定科目『ＳＳ科目』設置 

・授業改善のためにＳＳＨ事業の支援を利用し実験機材の準備を進めるとともに、チームとして授業改善

の検討を重ねた。 

・東京大学農学部とＡＭＧＥＮ（米国バイオテクノロジー企業）が実施している遺伝子組み換え実験講座

を校内で実施し、川越高校や川越女子高および松山高校などの生徒教員も含めて研修した。 

 

【７】世界的な課題に取り組む資質・能力の育成に係る取組 

・本校ＳＳＨ事業のキーワードである「カーボンニュートラル」をテーマにし、「カーボンニュートラル

社会先進国派遣」を、シンガポールを目的地として企画立案し、３月１４日～１９日に実施した。 

・本派遣に向けて、事前研修を８回実施した。所沢市等行政機関にもインタビューを行うなど積極的に連

携し、実りある研修を行うことができた。 

・ノーベル財団の広報部門であるノーベル・プライズ・アウトリーチと長い期間にわたり交渉を繰り返し

メリーランド大学 ウィリアム・ダニエル・フィリップ教授による Nobel Prize laureate lecture at 

Tokorozawa Kita High School を実現した。 

 ⑥ 研究開発の課題  

【１】理数科の教育課程改定及び課題研究のカリキュラム開発 

⑴ 「理数探究基礎」 
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・中学時にＥｘｃｅｌを使う経験が乏しく、データの扱いの前にＥｘｃｅｌの学習をさせなくてはいけな

いという課題がある。 

・研究倫理の授業において、自分達が取り組む課題研究との関係性のイメージがまだ薄いことが課題であ

る。論文作成ルールや研究手法のルールとの関係性をもっと取り上げ、自分達が取り組む課題研究におけ

る研究倫理のイメージをいかにもたせることができるかが課題である。 

⑵ 「ＳＳコラボレーション」 

・「ユニット・コラボ」の新たな授業開発を通じて、年間指導計画をさらに体系化することや、理数探究

基礎や理数探究等、他のカリキュラムとのつながりをさらに深め、教育課程全体での指導効果を高めるこ

とが課題である。 

⑶ 「理数探究」 

・課題研究の評価におけるルーブリック以外に、生徒の変容をどう測っていき、生徒へフィードバックす

るかが課題である。 

 

【２】普通科の教育課程改定及びＳＴＥＡＭ型探究活動のカリキュラム開発 

・「ＳＳ探究」は完成するまでに、全教員の探究的な学習活動に対する意識を醸成することが課題である。 

・探究テーマ設定では、事前の教員研修を行い、担当教員の個性を尊重しつつも組織的な指導を行うとと

もに、探究活動の「評価」について検討や工夫の必要がある。特に評価については、質的評価をしていた

ものを量的評価しなければならないことから、実態に即した評価方法を考案することが課題である。  

・論文執筆指導、研究倫理の講義、学際的アプローチの強化を図っていく必要がある。 

 

【３】大学・研究機関、所沢市等の行政、企業やＮＰＯ・ＮＧＯ等と連携・協働した取組 

・カーボンニュートラル・セミナーは、所要時間や開催方法（対面やオンライン等）・開催時期等につい

て、より適切で効果的なものにするために外部機関と連携しながら引き続き模索していきたい。 

・生徒の学びをどのように捉え、評価するかという点が課題である。 

・社会課題テーマについては企業等との連携が課題である。 

 

【４】科学技術人材育成に関する取組 

・実習後の評価について、数値化できていないことが課題である。 

・科学技術人材育成に資するＳＳＨ講演会の実施に向けた、講師依頼や内容の調整等は課題である。 

・高校生向け各種公開講座では、活動時刻が部活動や生徒会活動と重なり参加者が伸び悩んでいる。 

・大学が行うＧＳＣなどの生徒の個人研究への参加者が少ないことが課題である。 

 

【５】科学技術・理数系コンテスト等への参加促進 

・各種科学オリンピック等への参加者が、少ないことが課題である。 

・校外研究発表も含めた指導計画を作成する必要がある。 

 

【６】１年次理数３科目化と学校設定科目『ＳＳ科目』設置 

・授業改善のための準備や検討は進められたが、改善には至らなかった。共通理解だけでなく、共通行動

するための工夫が必要である。 

 

【７】世界的な課題に取り組む資質・能力の育成に係る取組 

・物価高やプログラム費用の高騰に伴い、今年度より派遣先を変更したが、行先やプログラムの内容につ

いてこのまま継続していくかを引き続き検討する必要がある。 

・本取組の全校生徒への還元の仕方については、今後検討する必要がある。 

・海外で活躍する研究者による講義を、どう恒常的に開催するかが課題である。 
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第１章 テーマ１：理数科の教育課程を改定し、課題研究の質的・量的な向上を図り、科学技術人 

材の資質・能力を育む 

 

①研究の課題 

本校は理数科開設 10年目となるが、開設時（平成 28年度入学生）から２年次に１単位の科目『課

題研究』を置いていた。令和４年度入学生からは教育課程を改定し、理数科目『理数探究』（２年１

単位、３年１単位）を置いて、課題研究に取り組む時間を増やした。これを機に、理科・数学の教

員団が組織的に取り組み始めてからは、生徒の取り組みにも改善が見られるようになったが、研究

内容の質的向上が課題として残った。また、そのような状況下で、科学技術・理数系コンテスト等

への出展がほとんどなく、その数は年間５件未満であった。課題研究の質的向上の目安となる目標

の一つとして、理数探究等における課題研究の成果を、日本学生科学賞等の全国規模の科学技術・

理数系コンテストへ出展できるような指導計画をつくることも課題となった。 

 

表：理数科における課題研究に関係する教育課程の変更（単位数） 

入学年度 

(令和) 
理数科 

課題研究準備 課題研究実践 

備考 
SSコラボ 

レーション 

理数探究 

基礎 
理数探究 

１年次 ２年次 ３年次 

３年度入学生 ６期生 － ０ １ ０ 
２年次１単位科目『課題研究』で

のみ課題研究を実践。 

４年度入学生 ７期生 － １ １ １ 
１年次に『理数探究基礎』設置。 

２・３年次に『理数探究』設置。 

５年度入学生 ８期生 － １ １ １ 
 

 

SSH指定 

６年度入学生 

(SSH１期生) 
９期生 １ １ ２ １ 

２年次の『理数探究』を１単位か

ら２単位に増単。１年次に『SSコ

ラボレーション』設置。 

７年度入学生 

(SSH２期生) 
10期生 １ １ ２ １  

 

②研究開発の経緯 

 理数科の課題研究の質的向上を図る取り組みとしては、課題研究の実践（２・３年次）の前の１

年次に３つの取り組みを行っている。授業科目『理数探究基礎』『SSコラボレーション』「理数３科

目化と SS 科目設置」である。課題研究の課題設定から成果発表までの実践を、広い視野、多角的

な視点、深い理解で進めていけるようにすることを目指して、授業開発から授業実践及び内容の見

直しと改善を繰り返している。本校においては、『理数探究基礎』は科目設置４年目、学校設定科目

である『SSコラボレーション』と「理科３科目化と SS科目設置」は科目設置２年目となる。また、

課題研究の質的なものだけでなく、量的な向上も図る取り組みとして、課題研究実践の場となる科

目『理数探究』を、２年次１単位から２単位に増単し、２・３年次に３単位取り組める環境を作っ

た。この増単を行って２年目となり、課題研究の準備である『理数探究基礎』から課題研究の実践

である『理数探究』を、３年間通して４単位実施する課題研究の指導計画を本年度確立できた。そ

のスケジュールの中に、令和５年度から開発実践をしている成果発表に特化した理数科行事『科学

プレゼン実習』や校外研究発表もタイミングよく位置づけができた。 
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③研究開発の内容 

【仮説】 

  理数科の教育課程を改定し、理科・数学と他教科との横断・融合型授業を開発・実践するとと 

もに、探究活動に取り組む時間を増加させ、課題研究の内容を深め充実させることで、科学的な 

視点から社会課題を捉え、各教科等の見方・考え方を多角的・複合的に用いて本質に迫る真正な 

学びを実現し、科学技術人材の資質・能力をより一層育むことができる。 

 ◯『理数探究基礎』の授業を開発し、充実した授業実践することで、「科学的とは」「研究倫理」 

等を意識した科学的アプローチにより、物事の本質に迫る真正な学び、社会実装的な学びを実現 

し、生徒が主体的に課題研究に取り組むための資質・能力を育める。 

 〇教科等横断・融合型授業『SSコラボレーション』を開発・実践することで、事象を多角的・多 

面的に捉えることができるようになり、課題設定も含めた課題研究の質の向上が期待できる。 

〇１年次の理数科目を２科目から３科目に増やし、『理数化学』、『理数生物』、『理数物理』の理科 

３分野を課題研究実践前に学べるようにして、３科目を SS科目である『SS化学』『SS生物』『SS 

物理』に改定することで、広い視野で深く学び、課題研究の質的向上に結び付く。 

 ◯課題研究を行う科目『理数探究』の単位数を増加することで、生徒が集中して授業内で課題研 

究に取り組む時間を増加させるとともに、教員が指導・支援する場の増加により、課題研究の量 

と質の向上が期待できる。 

 ◯上記により、生徒が主体的に課題研究に取り組む態度の向上、課題研究の内容及び成果物の充 

実、科学技術・理数系コンテスト等への出展数の増加等が予想される。   

 

【研究開発内容】 

（１）『理数探究基礎』の開発実践 

１．活動名 

理数探究基礎 

２．仮説 

   １年次の理数科目『理数探究基礎』を充実させることで、中学校までの調べ学習や答えが用 

意されている確認実験などから脱却して、課題研究を科学的な取り組みにすることができる。 

３．活動のねらい（目的） 

特に、先行研究を踏まえた課題設定、目的の明確化とそれに伴った研究手法、得たデータの 

扱い方、これらを意識して取り組むことで科学的手法や考え方を理解させることができる。ま 

た、上級生の研究発表見学を通して課題研究のイメージを膨らませ、自分たちが取り組む課題 

研究のイメージと研究倫理の授業の学びから、課題研究を誠実さを重視した科学的な活動にす 

ることができるようになる。 

４．実施概要 

 （実施時期と場所） 

１年次通年／ＨＲ教室、理科第Ⅰ講義室 

 （指導担当者） 

  ４名（理科２名、数学２名） 

 （対象生徒） 

  理数科１年４０名 

 （活動の扱い） 

  理数専門科目『理数探究基礎』 

５．方法と実践内容 

『理数探究基礎』が本校理数科の教育課程に設置されてから４年目となる。過去３年間の授 

業実践によって、限られた時間で２年次から始まる課題研究実践の準備として何を優先して扱 
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えばいいのか定まってきた。しかし、「研究倫理」と「データの扱い」については、授業で扱う 

内容から授業を進める手法まで、まだ授業開発が必要である。課題研究実践の指導から、これ 

らの必要性が年々高まっていることも感じる。そこで、本年度は、この２つの内容の授業開発 

に力点をおいて取り組んだ。 

   研究倫理の授業は２時間を使い、研究倫理について生徒間で考えディスカッションする活動 

を中心とした「研究倫理１」の授業と、公正研究推進協会（APRIN）のＨＰ上の中等教育向けの 

研究倫理教材を使った eラーニングを中心とした「研究倫理２」の授業で構成した。 

昨年度の研究倫理の授業が、講義中心で自分たちが取り組む課題研究と結び付けづらかった 

という生徒の反応から、生徒間ディスカッションの時間を多く取り入れた構成にして研究倫理 

１の授業を行った。前半は、「考える・想像する」を意識し、正しい研究と正しくない研究につ 

いて、個人で考える時間と班でディスカッションする時間を交互にとった。班で発表する時間 

をつくり、異なる考えと同じ考えがあることを共有できるようにした。後半は、「知る・理解す 

る」を意識し、誠実な研究活動と不正行為について、生徒に考えさせながら講義を中心に行っ 

た。生徒間ディスカッションは盛んに行われ、課題研究に対する意識の高さを感じた。 

 

表：研究倫理１の指導案（略案） 

研究倫理２の授業では、ＰＣ室で各自ＰＣを１台ずつ使い、公正研究推進協会のＨＰ上にあ 

る中等教育向け eラーニング教材「中等教育における研究倫理：基礎編」に取り組ませた。研 

究倫理１の授業内容を踏まえ、個人で取り組む時間を多く設定した。eラーニング中、大事だ 

と思ったことと、疑問に思ったことを記録させた。eラーニング完了後、受講確認書をプリン 

トアウトさせ提出させ、大事だと思ったことと、疑問に思ったことを班で共有させた。ここで 

も、異なる考えと同じ考えがあることを意識させた。 

 

 時間 活動 内容 

導入 

５分 

8:50～8:55 倫理とは 

課題研究で学ぶ倫理 

 

展開１ 

30 分 

■8:55～9:10 

8:55～9:10 

 

 

9:10～9:25 

考える・想像する 

【活動１】15 分 

 

 

【活動２】15 分 

 

・正しい研究について考える 

 個人（5 分）/ 班ディスカッション（7 分） 

 奇数班発表（３分） 

・正しくない研究について考える 

 個人（５分）/ 班ディスカッション（７分） 

 偶数班発表（３分） 

展開２ 

20 分 

■9:25～9:55 

9:25～9:30 

9:30～9:35 

9:35～ 

9:40～9:45 

知る・理解する 

【講義１】５分 

【活動３】５分 

【講義２】５分 

【活動４】５分 

 

・誠実な研究活動とは 

・誠実な研究活動とはどのようなものか講義をもとにまとめる 

・不正行為とは 

・不正行為とはどのようなものか講義をもとにまとめる 

まとめ 

５分 

9:45～9:50 科学者の行動規範と 

不正防止 

 

連絡 

５分 

9:50～9:55 提出物 

次回の研究倫理２ 

ワークシートの提出について 

次回はＰＣ室 
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表：研究倫理２の指導案（略案） 

   データの扱いの授業では、数学的活動を通してその有用性や意義を実感的に理解できるよう 

にするとともに，日常生活や社会の様々な場面においてデータを活用して考察する態度を育成 

することを目標として指導を行った。単に計算方法を習得するだけでなく，データを多面的に 

捉え，根拠をもって判断する力を養うことを重視した。主な指導内容は以下の通りである。 

[1]次のような知識及び技能を身に付けること。 

・箱ひげ図やエラーバーを用いたデータの分布の表し方，分散や標準偏差による散らばりの数 

量的な捉え方，共分散や相関係数による二つの変量の関係の把握の仕方，散布図や回帰直線を 

用いた傾向の読み取り方などについて，それぞれの意味や特徴を理解し，目的に応じて適切に 

用いることができるようにすること。 

・コンピュータを活用して，大量のデータを効率的に処理し，表やグラフに整理したり、分散 

や標準偏差などの基本的な統計量を求めたりする技能を身に付け，分析の過程を適切に記録・ 

説明できるようにすること。 

[2]次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

・データの散らばり具合や変量間の関係をどのように数値化すればよいかを考察し，複数の方

法を比較しながらその妥当性を検討すること。 

・目的や課題に応じて複数の種類のデータを収集し，状況に応じて適切な統計量やグラフ，分

析手法などを主体的に選択して分析を行い，得られた結果を基にデータの傾向や事象の特徴を

論理的かつ分かりやすく表現すること。 

 時間 活動 内容 

導入 

10 分 

8:50～9:00 班ごと着席/PC 立上げ 

【活動１】５分 

 

 

・前回学んだ「誠実な研究活動」と「不正行為」が 

どのようなものだったか共有（復習） 

班ディスカッション（５分） 

展開１ 

45 分 

■9:00～9:45 

9:00～9:35 

 

 

 

 

 

 

 

9:35～9:45 

 

研究倫理ｅラーニング 

【活動２】35 分 

 

 

 

 

 

 

 

【活動３】10 分 

 

・課題研究の実践において必要になる研究倫理を学ぶ 

①各自「公正研究推進協会(APRIN)」HP を開く 

②中等教育向け教材ページで受講確認書発行手続きをする。 

③中等教育における研究倫理：基礎編に取り組む 

  ※大事だと思った事柄はメモしていく。 

  ・特に大事だと思うこと 

  ・生じた疑問点 

④受講確認書を保存し印刷する。 

⑤受講確認書を授業担当者に各自提出 

・ｅラーニングの内容で大事なことと疑問点 

 班ディスカッション（７分）/ 奇数班発表（３分） 

展開２ 

17 分 

■9:45～9:52 

9:45～9:52 

 

 

知る・理解する 

【講義１】７分 

 

 

 

・不正行為をしないためにはどうしたらいいか 

 引用と盗用について 

 引用の方法を知る 

連絡 

３分 

9:52～9:55 提出物/PC 電源落とす ワークシートの提出について 
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（実践内容） 

   表：『理数探究基礎』令和７年度実施報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（評価）年間２回の定期考査を実施。定期考査の点数と授業における提出物を材料にして、年間 

の評定を算出する。科目の授業担当者がつけた評定を、課題研究委員会（理科・数学全 

教員による委員会）に提出して審議する。 

 

学期 回 月日 授業テーマ 授業内容

1 5/12 理数探究基礎ガイダンス 探究活動とは、科学的とは

2 5/19 探究をイメージする 課題を発見して探究するとは（題材：卵）

3 6/2 課題研究の進め方１ 研究とは、課題研究の進め方

4 6/16 課題研究の進め方２ 課題研究の進め方、取り組み方

5 6/18 ３年最終成果発表会見学 課題研究のイメージ作り、成果発表方法、課題

6 6/18 ３年最終成果発表会見学 課題研究のイメージ作り、成果発表方法、課題

7 7/18 先行研究の調べ方 先行研究とは、CiNiiを使った調べ方

放課後 野外調査方法 野外調査の目的、注意事項、記録事項

8 9/19 研究倫理１ 正しい研究、正しくない研究

9 9/29 研究倫理２ 公正研究推進協会のe-learning（基礎編）

10 9/30 ２年中間発表会見学 ポスターの作り方、ポスター発表の方法、評価

11 9/30 ２年中間発表会見学 ポスターの作り方、ポスター発表の方法、評価

12 10/15 ２学期中間考査 第１回～第11回の内容の筆記試験

13 11/11 課題研究説明会 課題研究の進め方と分野の説明会

14 11/17 データの扱い１ 実験データの扱い方

15 11/20 データの扱い２ 実験データの分析方法

16 12/5 データの扱い３ 実験データの評価方法

17 12/11 ２学期期末考査 第13回～第15回の内容の筆記及び実技試験

18 1/19 成果発表方法/２年本発表会見学事前指導 研究発表で大切なこと、意識すべきこと

19 1/27 ２年本発表会１日目見学 スライド作成方法、口頭発表方法、評価

20 1/27 ２年本発表会１日目見学 スライド作成方法、口頭発表方法、評価

21 1/28 ２年本発表会2日目見学 スライド作成方法、口頭発表方法、評価

22 1/28 ２年本発表会2日目見学 スライド作成方法、口頭発表方法、評価

23 2/2 ２年本発表会見学振り返り/理数探究基礎振り返り 振り返りとアンケート調査

※理数探究基礎の授業数（授業21回＋定期考査２回＝合計23回）

春休み

１

学

期

夏休み

２

学

期

冬休み

３

学

期
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６．検証 

   『理数探究基礎』の授業の全ての回について、理数科１年 40名を対象にしたアンケート調 

査を行った。アンケートは各回の授業について３項目（問１～問３）を５件法で調査した。 

問１：この授業内容について、理解できましたか。 

①十分    ②ある程度  ③どちらとも ④あまり      ⑤全く 

理解できた  理解できた  言えない   理解できなかった 理解できなかった 

 

問２：この授業内容は、これから取り組む課題研究に役立つと思いますか。 

①大きく ②ある程度  ③どちらとも ④あまり   ⑤全く 

役立つ  役立つ    言えない   役立たない  役立たない 

 

問３：この授業内容は、事象を科学的に捉え考えるためにプラスになりましたか。 

①大きな ②ある程度  ③どちらとも ④あまりプラスに ⑤全くプラスに 

プラス  プラス    言えない   ならなかった   プラスにならなかった 

 

  〇問１については、全ての授業でポジティブ（①十分理解できた、②ある程度理解できた）な 

回答が 90％以上であった。理数科１年の生徒たちは、授業中のグループワークなどに積極的に 

参加しディスカッション等を通して理解を深めていると考えられる。 

〇問２についても、全ての授業でポジティブな回答が 90％以上であった。これは、教員からも 

理数探究基礎の内容は、課題研究の実践の準備であり、課題研究の実践と結び付けた講義が多 

いこと。生徒も課題研究の実践に対する興味関心が高いこと。これらが、ポジティブな回答が 

多かった理由だと考えられる。 

  〇問３は、授業 21回中 15回分が、ポジティブな回答が 90％未満であった。問１と問２では見 

られなかったネガティブ（④あまりプラスにならなかった、⑤全くプラスにならなかった）な 

回答も見られた。これは、生徒に「事象を科学的に捉え考える」というイメージがなかったこ 

とが理由の一つだと考えられる。理数探究基礎では、１回目のガイダンスの中で「科学的とは」 

に触れるが、それだけで「科学」という視点を意識して授業で取り上げていない。ガイダンス 

以外で「科学」を取り上げる回をつくることを検討したい。 

 

７．現段階の課題と取組としての進捗状況 

   本年度に引き続き、「研究倫理」と「データの扱い」の授業開発と改善が課題である。課題研 

究の実践の中で、先行研究や参考文献の扱い方に問題がある場面が散見される。研究倫理の授 

業で、研究論文の書き方のルールと研究倫理を結び付けた授業ができれば、防ぐことができる 

問題であると考えている。また、成果発表において、データの分析や評価に不十分な点が散見 

される。やはり、演習も含めてデータの扱いの授業の回数を増やし、内容を充実させる必要が 

ある。それと、検証で取り上げたように「科学」という視点で授業を開発することも課題と考 

えている。来年度取り組みたい。 
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（２）学校設定科目『ＳＳコラボレーション』の開発実践 

１．活動名 

学校設定科目『SSコラボレーション』の実施 

２．仮説 

理数科の教育課程を改定し、理科・数学と他教科との横断・融合型授業を開発・実践するこ   

とで、課題研究の内容がより深まり充実する。さらに、科学的な視点から社会課題を捉え、各 

教科等の見方・考え方を多角的・複合的に用いて本質に迫る真正な学びを実現することで、科 

学技術人材の資質・能力をより一層育むことができる。 

３．活動のねらい 

  〇生徒がより主体的に課題研究に取り組む態度が向上する。 

  〇課題研究の内容及び成果物がより充実する。 

  〇科学技術・理数系コンテスト等への出展数が増加する。 

  〇理系文化部の活動がより活性化する。 

４．実施概要 

『SSコラボレーション』は、理数科の学校設定科目として１学年次に１単位設定し、主に以 

下ア、イの形態の教科等横断・融合型授業を開発・実践する。SSH指定１・２年目までは、実 

践可能な教科等横断・融合型授業を開発・実践しながら、３年目からは各科目の単元配列表と 

関連付けを行うなど、より体系的な年間指導計画へと改善していく予定である。 

   

 ア リレー・コラボ 

   一つのテーマについて複数の教科等の切り口（見方・考え方）による授業をリレーでつなぐ

教科等横断型授業を開発し、実践する。 

 イ ユニット・コラボ 

   ２つの教科等（理数系×その他）教員のティーム・ティーチングによる教科等融合型授業を

開発し、実践する。 

 

授業担当者は、導入とガイダンスは SSH推進委員が、まとめと振返りは担任が担当する。ま 

た、リレー・コラボ、ユニット・コラボの各授業担当は学年団の教科担当者を中心に、年間指 

導計画において編成している。 

５．方法と実践内容 

[1]年間計画及び指導案例について 

   令和７年度の年間授業計画は図１のとおりである。また、そのあとに指導案の例を示し 

  た。 

   本校の研究開発課題をふまえ、１学期はカーボンニュートラルをテーマに、リレー・コラボ 

で「公民」⇒「化学」⇒「生物」⇒「物理」とつないでカーボンニュートラルセミナー（〇〇 

頁参照）に帰結する流れを構築した。２学期以降は、理数系教科目×その他教科目で、授業ご 

とのテーマによるティームティーチングのユニット・コラボ授業を計画・実践している。 

   令和６年度と令和７年度で大きな流れは変えていないが、令和６年度の実践をふまえ、令和  

７年度はいくつかの授業で改善や入替えを図った。例えば、ユニット・コラボの「物理の知識  

が走りを変える（物理×体育）」の授業を、同じテーマで「物理×数学×体育」とし、数学の観 

点からより深める実践にしたり、「国語」を組み込んだコラボの実践がなかったところを、「数 

学×国語」の授業を新たに開発・実践した。 

   大きく前半のリレー・コラボと後半のユニットコラボで分け、生徒は前半・後半それぞれで  

それまでの学びを総括できるよう、まとめと振返りの時間を設定している。まとめと振返りの 

回では、それまでの授業の振返りを各自でスライドやワークシートにまとめ、提出している。 
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図１ 令和７年度年間指導計画 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リレー ユニット 回 内容 担当教科目(担当者)

1 科目ガイダンス、年間計画等について ＳＳＨ委員会

2 気候変動問題とカーボンニュートラルについて（概論） 公民

3 地球温暖化のしくみ、温室効果ガスについて 化学

4 気候変動が生態系や食・農に与える影響について 生物

5 再生可能エネルギーと所沢市の取組みについて 物理

6

7

8

9

10

11

12 １学期リレーコラボのまとめと振返り 担任

〇 13

〇 14

〇 15

〇 16

〇 17

〇 18

〇 19

〇 20

〇 21

〇 22

〇 23 年間のまとめとレポート作成 担任

合計 12回 11回

カーボンニュートラルセミナー

（３コマ×２日間）

１

学

期

〇

ＤＮＡの抽出実験 生物×英語

数学史を読み解く

物理の知識が走りを変える

料理を科学する

社会的選択理論の考察

～学級会から国政選挙まで～
数学×地歴

外部連携組織による出前授業

（所沢市まちごとエコタウン課、

環境政策対話研究所、

Climate Youth Japan

DNP株式会社 文教ＤＸ事業部）

数学×国語

物理×数学×体育

化学×家庭

２

学

期

３

学

期
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ユニットコラボ(体育×物理×数学) 指導案 

 

指導者：齊藤貴浩（体育） 

池田尚樹（物理） 

髙橋弘樹（数学） 

 

１ 日時：１０月３日（金）２,３限 

２ 対象クラス：１年４組（４０名） 

３ 授業場所：視聴覚室 

４ 単元名：ユニットコラボ授業（体育は体育理論の単元） 

５ 目標 

   ・様々な物理現象から物体が回転しやすい条件を見つける 

・速く走るための、理想の足の角度、動作を考察する 

・効率の良い運動操作を目指すに、様々な学問の知識が必要になることに気づく 

 

６ 本時の展開 

 学習内容等 

導入 

１０分 

１．ユニットコラボとは（確認） 

２．体育と物理の関係性 

生徒に質問をしながら体育と物理が密接な関係にあることを気づかせる 

 

 

展開① 

４５分 

 

[体育分野] 速く走る選手の特徴 

①疾走動作の理解 

 ・動画を見せ、良い走り悪い走りについて考えさせる。 

②先行研究から分かること 

・先行研究から、陸上選手と一般人の最大腿上げ角度、最小膝関節角度の違いを説明。 

 グラフの読み取りと、実際の動作を比較させることで理解を深める。 

③疾走動作の局面理解 

 ・動作には様々な局面があることについて理解できるようにする。 

  できれば、体を使って分かりやすくすることが望ましい。 

④動作分析アプリでの分析 

・動作分析アプリを用いて、角度を導き出して疾走速度の高い者の走り方などの特徴につい

て調べさせる。その際、今回勉強したことだけではなく、水片発見したところを大切にする。 

④動画の比較と発見の共有 

 ・どのような発見をしたか、生徒同士で共有させ、良いものは全体で共有させる。 

 

 

展開② 

１０分 

 

 

 

［物理分野］ 

実験①「スライムを入れた容器と水を入れた容器、どちらが速く転がるか」 

生徒に予想させ、実験を行う。なぜスライムが入った方が遅く転がるのかを話し合わせる。

（ここで生徒から「回転」という単語が出るとよい） 

実験結果の理由は説明しないまま休憩に入る。 
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１０分休憩 

展開② 

２０分 

実験①の答え合わせを行う。 

回転させるのにエネルギーが必要であることを確認する。 

※時間に余裕があれば、ゆで卵と生卵を転がす実験も行う。 

 

実験②「長い棒と短い棒、どちらが倒れやすいか」 

バランスゲームをすることにより、長い棒の方が倒れにくいことを認識させる。 

回転軸から重心までの距離が長い方が回転しにくいことを確認する。 

 

 

展開③ 

３０分 

 

[数学分野] 

遊脚の角度がどれくらい脚の回転に影響があるのか数値で見る。 

「慣性モーメント＝質量×距離 2」の式から遊脚の角度を変えたときの慣性モーメントを求め

る。そのための材料として重心の求め方を確認する 

 

 

展開④ 

１０分 

 

[体育分野] 

① 導入で話をした速く走る選手の特徴を「回転モーメント」を意識してみてみると何が分か

るか。合理的な運動技能の習得と運動分析には科学的知見が必要不可欠。 

② まとめ スポーツと物理（その他の科目も）は切り離せない。 

 

 

まとめ 

５分 

以下の３点についてワークシートに記入する。 

１．物理分野・体育分野・数学分野のそれぞれで分かったこと 

２．速く走るためにどうすれば良いか 

３．感想 
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[2]学習評価について 

   評価の基本的枠組みは、図２のように整理した。 

   

図２ SSコラボレーション 学習評価の基本的考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

大括りの評価としては、教科横断・融合的な科目の特性をふまえ、各回の成果物等を評価材  

料とした観点別評価を年間２期に分けて行い、それぞれ図の形式で生徒にフィードバックして 

いる。なお、表中の「別紙」とは、時期１の評価について、２学期当初にいわゆる通知表では 

ないこの科目の評価個票を配布し、評価の途中経過を生徒に周知するものである。 

他方、毎回の授業の評価については、ほとんどの授業で授業支援アプリ（MetaMoji ClassRoom）  

を活用し、都度のフィードバックに対応できるよう工夫している。こうすることで、各回の評  

価を早期に生徒が確認できる。このように、毎回の評価とそれらを平均化して総合的につけた  

２期の評価を生徒に返すことで、指導と評価の一体化を図っている。 

６．検証 

[1]生徒の自己評価及び授業評価について 

   仮説の検証のため、またこの事業の効果を検証するため、２月上旬に生徒アンケートを実施 

した。その概要は以下のとおりである。 

  （ァ）アンケートの母集団及び回答数 

   理数科１学年１学級、３５人回答／４０人在籍 

  （イ）質問内容 

   ア 年間を通じたこの授業の理解度を教えてください。 

   イ この授業はどの程度楽しかった（興味深かった）ですか。 

   ウ この授業にどの程度意欲的に取り組みましたか。 

   エ 事前と事後を比較して、科学的な視点から社会やものごとを捉えられるようになりまし

たか。 

   オ 事前と事後を比較して、課題研究での分野選択や研究テーマの考案に役立っていますか。 

   カ 事前と事後を比較して、理数科目の学習や課題研究に取り組む姿勢によい影響をもたら

しましたか。 

   キ 事前と事後を比較して、科学技術や理数分野の学びへの興味を高めましたか。 

   ク この授業に参加した感想を教えてください。 

   ケ 印象に残っている回や内容があれば教えてください。 

   コ 今後コラボ授業で扱ってほしいテーマや内容のアイデアがあったら教えてください。 

なお、質問ア～キは、肯定的な回答から否定的な回答までの５段階に分けた選択式の設問で 

あり、質問ク以降は、自由記述式の設問とした。このアンケート結果について、図３に示した。 

総括や分析については、あとの７．現段階の課題と取組としての進捗状況で触れる。 

 

 

 

通番 該当回 各授業担当者 ＳＳＨ委員会 観点別 数値（評定）

1
リレーコラボ

（第１回～１２回）

リレーコラボの振返りレポート(第１２回で作成)を

参考にしつつ、各実施回の成果物によって各回生徒

の取組みを観点別で評価する。

左記評価を平均して観点別で評価する。 〇 × 別紙

2
ユニットコラボ（第１３回～２２回）

＋年間のまとめ（第２３回）

年間のまとめレポート（第２３回で作成）を参考に

しつつ、各実施回の成果物によって各回生徒の取組

みを観点別で評価する。

左記評価を平均して時期２の取組みを観点別で評価

し、さらに１・２の評価を平均して年間の取組みを

観点別で評価し、評定をつける。

〇 〇 通知表

評価時期
生徒への通知方法

評価内容評価方法
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図３ SSコラボ 自己評価・授業評価アンケート 

 

(2.9%) 

(34.3%) 

(62.9%) 

(2.9%) 

(40.0%) 

(57.1%) 

(2.9%) 

(5.7%) 

(45.7%) 

(45.7%) 
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図３ SSコラボ 自己評価・授業評価アンケート 

 

 「この授業に参加した感想を教えてください。」（抜粋） 

  〇国語×数学や 体育×物理×数学など一見関係なさそうな複数の教科が密接に結びついてい

ることに驚いた。特に速く走るために物理や数学からどんなことを導いていくのか徐々に紐

解いていく過程が面白かったし、多面的な視点を感じることができた。中学と違って高校は

教科がたくさんあるからこそ教科同士で交わる部分が出てくるんだろうと思った。また私は

理系だからと文系の教科を蔑ろにするのではなく、好きな教科をより探究していくためにも

これからも真剣に取り組んでいこうと思った。 

  〇普段あまりないような授業で、複合的な視点で物事を見る面白さをよく知ることができた。 

  〇いろいろな教科を横断して学ぶことで一見関係なさそうなことが実際には深い関係がある

ということがわかってとても有意義な授業だと感じた。 

  〇いろんな科目と数学・理科を結びつけて教科横断型の授業を楽しめた。たくさんの教科に数

学・理科のことが応用できたり、反対に数学・理科に発想を与えてくれる場所がたくさんあ

った。数学・理科で実際に活用されている部分を知れてよかった。 

  〇各教科に関連性があることを知ったことで、勉学の繋がりについて考えることができた。新

たな考え方につながりという選択肢が増えたことで、科学的に考えられるようになった。 

  〇各教科の先生の凝った授業で、それぞれの教科のつながりや、社会への実用的な活用につい

て学べてとても興味深かったです。また、考える時間やグループワークを通して、お互いの

(2.9%) 

(57.1%) 

(40.0%) 

(8.6%) 

(48..6%) 

(42..9%) 



- 28 - 

 

意見を交換し、学びを深めることができました。普段の授業は受け身になってしまうことも

ありますが、この授業は、主体的に自分の考えを深めることができ、考える力が伸びたよう

にも感じます。また、例えば物理数学体育の回では、こういう風に動画を解析するのか、そ

こからこの原理(法則)を使って理屈を説明するのか、と、課題研究にも役立ちそうな考え方

を学べて勉強になりました。 

  〇小学校から習っている様々な教科は全て別々のものだと思っていたけど、このコラボという

授業を通してそれぞれの教科の共通点、また、いくつかの教科の知識を通して同じ課題を解

決して、自分の中で、新たな考え方をすることができました 

  〇この世における正解という概念が存在しないものについて、様々な分野や考え方といった多

方面からの視点でみると新しい特徴が見えてくるのだとわかった。 

  〇数学と国語、体育と数学と物理など、関わりがないと思っていた教科同士が繋がっていたり

して、意外でした。家庭科と化学のコラボなど、実習もあって楽しかったです。 

  〇柔軟な思考を鍛えられたと感じている。授業といえば公式を覚えてそれを形通りに行うのが

一般的だがこの SS コラボは自分で考える時間が大変多かったので自分のためになったと思

います。 

  〇全体を通して、普段の日常にある小さな事柄も様々な分野の知見が組み合わされて成り立っ

ているんだなと感じました。料理一つをとっても化学と家庭科が活用されているし、私たち

が走るときでさえ物理や数学でどうすれば速く走れるのか分かったりなど、私たちの生活は

過去の発見に支えられているということを改めて実感しました。 

  〇複数教科横断型の授業の方が将来に直接役立つと思うのでとても身になった。また、色々な

知識を統合しながら物事を解決する考え方を学ぶことができた。 

  〇今まで関係がないと思っていた教科でも、視点を変えると繋がりが見えてとても面白かった

です。この授業が受けられてよかった、と思いました。 

  〇他の科目との意外なつながりがあって面白かったです。一年生だけで終わってしまうのが勿

体無いなと思いました。今必要とされている、理系、文系だけに特化した力だけでなく、総

合力が鍛えられるなと思いました。 

  〇コラボレーションの発想が面白く、また様々な観点を見れて楽しい授業だった。先生たちの

掛け合いを見ることもないので良かったと思う。 

 

 「印象に残っている回や内容があれば教えてください。」 

  集計結果（上位３つを記載）：化学×家庭    １２票 

物理×数学×体育  ９票 

                数学×国語     ６票 

 

７．現段階の課題と取組としての進捗状況 

   アンケート結果から、「理解度」、「興味」、「自身の意欲」については、回答したすべての生徒 

が肯定的に捉えていることがわかった。とりわけ、「興味」においては、６０％以上の生徒が 

「とても楽しかった」と回答しており、理数科生徒の関心に沿った内容で計画・実施できたこ 

とがうかがえた。また、事前と事後の比較では、回答した生徒のうち、一人を除いたすべての 

生徒が「科学的な視点から社会やものごとを捉えられるようになった」と回答しており、課題 

研究への影響についても、分野選択や研究テーマの考案、さらには研究に取り組む姿勢にポジ 

ティブな効果をもたらすことが期待できる回答結果であった。さらに、自由記述の感想からは、 

「多面的な視点」、「複合的な視点」、「勉学の繋がり」、「柔軟な思考」等の、この授業でねらっ 

ている気づきが多くの生徒において得られたことがうかがえ、教科目の枠を超えた授業の受講 

を通じて、生徒たちの認識を揺さぶる良好な刺激を与えられたのではないかと考える。 
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こうした結果もふまえ、今後の課題として、特に後半のユニットコラボのさらなる体系化が 

必要である。前半のリレー・コラボと比べて、後半は単発のコラボレーション授業が並列の関 

係で配置されており、現状では一つひとつの授業の関連性は薄い。こうしたところに連続性や 

関連性をもたせたり、直接的に「理数探究」で実施していることとつなげたりすることで、さ 

らなる学習効果を生み、課題研究の充実につながるなど、本事業のねらいがより達成されるも 

のと考える。 

   また、授業公開や研究発表等の形式で、外部への公開もさらに進めるべきと考えている。本 

事業に対しては、外部より大きな関心をいただいていると認識しており、見学や問合せを受け 

ることも多い。本校の研究開発成果をアウトリーチし、こうした声に一層応えることで、理数 

教育の発展と普及により貢献できるものと考える。 

 

 

（３）１年次理数３科目化と『SS科目』設置・・・第６章に記載 

 

 

（４）『理数探究』の増単とそれに伴う課題研究３年間の充実 

１．活動名 

『理数探究』 

２．仮説 

   ２年次の理数科目『理数探究』を１単位から２単位へ増単することで、課題研究実践の時間  

が増え、研究班内コミュニケーションも盛んになる。また、指導担当教員が指導・支援する場  

面も増加するため、課題研究の量的な面と質的な面、両面が向上する。 

３．活動のねらい（目的） 

増単して作った時間を校内発表会を充実させるために使い、校内発表会を効果的に生徒の力 

に結び付けるために校外発表会をタイミングよく指導計画に入れ、３年間の充実した指導計画 

を作り実践する。この取組によって、成果発表力だけでなく課題研究の質を生徒自身の経験を 

基礎として向上させる。 

４．実施概要 

 （実施時期と場所） 

２年次通年／HR教室、理科第Ⅰ講義室、物理実験室、化学実験室、生物実験室、数学演習室 

 （指導担当者） 

  25名（理科 13名、数学 12名）研究班を直接担当する教員は 12名（理科 10名、数学 2名） 

 （対象生徒） 

  理数科２年３９名 

 （活動の扱い） 

  理数専門科目『理数探究』（２年次２単位、３年次１単位） 

５．方法と実践内容 

 （方法） 

   ２年次の理数科目『理数探究』を１単位から２単位に増単し、『理数探究』の合計単位数を２ 

単位から３単位（２年次２単位、３年次１単位）にする。課題研究の実践の時間を大幅に増や  

すことによって、課題研究について以下３つの取組を行った。 

[1]増単に伴い課題研究実践の節目となる校内発表会に時間をかけて指導を充実させる 

[2]充実した校内発表会を効果的に生徒の成果発表力にする校外発表会参加の指導計画化 

[3]増単してつくった時間を含めた充実した３年間の指導計画立案 
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 （実践内容） 

[1]増単に伴い課題研究実践の節目となる校内発表会に時間をかけて指導を充実させる。増単 

によって、節目となる校内発表会の時間を下表のように増やし、生徒が発表者として発表する 

時間、聴衆として聴く時間、両者がディスカッションする時間を増やすことで活動の効果を大 

きくした。例えば、口頭発表形式で行う本発表会は、令和６年度は各研究班の持ち時間が 10分 

で、発表５分・質疑応答 3.5分・入替 1.5分という構成だった。令和７年度は各研究班の持ち 

時間を大幅に増やし 15分で、発表８分・質疑応答５分・入替２分として、発表会の充実を図 

った。 

 

       表：課題研究において節目となる校内発表会にかける時間（ｈ） 

節目となる校内発表会 
令和６年度 令和７年度 

実施学年 時数 実施学年 時数 

研究目的プレゼン 

２年 

２ 

２年 

３ 

再提出ディスカッション １ １ 

中間発表会 ３ ４ 

本発表会 ３年 ２ ４ 

最終成果発表会 ― ― ３年 ４ 

合計時数 ８ １６ 

 

更に、校内発表会を成果発表の力を育てることだけでなく、研究活動の一部として成果発表会 

前の「これまでの活動」と発表会後の「これからの活動」を有機的に接続するしくみを作った。 

そのしくみのためのシートが次頁の「課題研究振り返りシート」である。ルーブリックを使い 

事前に目標設定、事後に課題抽出をする時間を設け、校内発表会ごとにこのシートを使って取 

り組ませた。増単して『理数探究』の時間が増えたことで、校内発表会前後にタイミングよく 

このような取組を設定できるようになった。 
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課題研究振り返りシート２『中間発表会』 

  
〇赤丸：自己評価  〇青丸：他者評価  評価項目ごとにＳ～Ｃの欄に〇を付ける 
 

 自分 研究班 

目標 

  

自己 

評価 

  

他者 

評価 

  

抽出 

できた 

課題 

  

 

 （研究班名）          （生徒名）  年  組   番・氏名              
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[2]充実した校内発表会を効果的に生徒の成果発表力にするため、令和７年度から課題研究の 

指導計画に、校外発表会を取り入れた。「生徒全員が３つの成果発表方法で校外発表を経験す 

る。」を基本方針として、下表にある３つの校外発表会を取り入れた。取り入れた３つの校外発 

表会は、本校の課題研究の活動に、成果発表としてタイミングよく導入できるものとして選ん 

だ。 

    表：課題研究の指導計画に取り入れた校外発表会 

発表形式 使用成果物 校外発表会 

ポスターセッション ポスター 関東近県 SSH指定校合同発表会 

口頭発表 スライド 埼玉県理科教育研究発表会 

論文発表（レポート） 論文（レポート） 科学振興展覧会（科学展） 

高校生・高専生科学技術チャレンジ 

また、成果発表の力を育てる目的で、ポスターセッションを繰り返し経験する期間である「ポ 

スターセッション・トレーニング・ターム」と口頭発表を繰り返し経験する期間である「口頭 

発表・トレーニング・ターム」を、増単した２年次に設けた。 

    表：各トレーニング・タームのスケジュール 

ポスターセッション・トレーニング・ターム 口頭発表・トレーニング・ターム 

↓目標設定 

9/12 科学プレゼン実習 

         ↓課題抽出 

         ↓目標設定 

9/30 中間発表会 

         ↓課題抽出 

↓目標設定 

1/27-28 本発表会 

         ↓課題抽出 

         ↓目標設定 

2/7 埼玉県理科教育研究発表会 

         ↓課題抽出 

 

[3] 増単してつくった時間を含めた充実した３年間の指導計画立案 

課題研究において節目となる活動 

◆課題研究説明会～研究テーマ・研究班決定（１年次１１月～１月） 

 課題研究説明会では、課題研究全体の説明と各分野からの説明を行う。課題研究の分野は、物理、化学、生物、数学

の４分野である。説明会後、生徒は自分の希望分野を提出し、課題研究で取り組む分野を決める。分野決定後、分野別

ミーティングを４回行い、研究テーマと研究班を決める。研究テーマは、各生徒が希望する３テーマをプレゼンしデ

ィスカッションを経て、分野全員の投票でその分野の研究テーマを決める。更に、決めた研究テーマのどれに取り組

みたいかで、同じテーマを希望した者どうしが研究班となる。研究班決定後は、研究テーマ周辺調査期間としている。 

◆研究目的プレゼン（２年次５月中旬） 

 課題研究を初期段階から科学的・計画的に進めることを目的に５月に実施する活動。研究目的の具体化に力点をお

いて実施している。事前に研究班ごとに作成・提出した研究目的書をポスター印刷し、そのポスターの前で助言者役

の教員に対してプレゼンする。各研究班の持ち時間２５分として、プレゼン４分、質疑応答１７分、助言者記録時間４

分で実施する。 

◆再提出ディスカッション（２年次６月中旬） 

 研究目的プレゼンの助言者である教員との質疑応答や受けた指摘を、今後の研究にどう活かしていくかを面談形式

で、研究目的プレゼンと同じ助言者とディスカッションする活動。研究目的プレゼンで提出された研究計画書、再提

出された研究計画書、再提出ディスカッション用資料（研究目的プレゼンの指摘を受けて活動や計画について再検討

したこと）をもとにディスカッションする。成果よりも試行錯誤が大事だと意識させ、「研究計画力と探究イメージ」

「意見を聴く力と修正力」を評価する。ディスカッション時間７分、助言者記録時間３分で実施する。 
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◆科学プレゼン実習（２年次９月中旬） 

 日本科学未来館で終日、常設展示を使い外部講師の方の助言を受けプレゼン練習をする実習。研究発表において、

何が大事で何を意識してプレゼンすればいいのかプレゼンの基本を体験的に学ぶ実習。 

◆中間発表会（２年次９月下旬～１０月初旬） 

 課題研究開始から６ヶ月となり、研究期間１サイクルを想定している本発表会２月までの半分が経過するタイミン

グで、試行実験や予備実験を含め途中である本実験の活動を自ら整理して、活動内容を振り返り研究の方向性を見直

し修正するきっかけとすることを目的に９月下旬に実施する活動。ポスターセッション形式で行う。ポスターセッシ

ョンは、１セッション１０分、発表者交代・評価１０分、生徒全員が２回セッションを経験できる回数のセッションを

設定し、更に全員が聴衆を経験できるように実施する。研究班ごとにＡ０判ポスターを１枚作成し、成果発表の練習

の場とする。１・３年生を聴衆として参加させ、上級生とディスカッションする環境を作る。 

◆本発表会（２年次１月下旬） 

 課題研究開始から１０ヶ月となり、研究１サイクルの成果まとめ他者に対して発表し、研究活動の一部でもある成

果発表を実践し研究過程を全て経験することを目的に１月下旬に２日間を使って実施する活動。研究班ごとに作成し

たスライドを使った口頭発表形式で行い、聴衆として１年生が参加する。各研究班の持ち時間は１５分として、プレ

ゼン８分、質疑応答５分、入替・評価２分で実施する。本発表会前に、要旨とグラフィカルアブストラクトを提出し、

聴衆となる１年生や教員に配布し、興味関心を高め質疑応答が盛んになる環境を作る。 

◆埼玉県理科教育研究発表会（２年次２月上旬）校外発表 

 全班、事前に要旨を提出して口頭発表の発表形式で参加する。本発表会の自己評価・他者評価などを参考に改善し

たスライドと発表内容で臨む。埼玉県内の他校の研究に触れ、自然科学を研究する他校の高校生と交流することも目

的のひとつ。また、会場となる埼玉大学の先生方から助言を受け研究内容を見直すきっかけとする。プレゼン８分、質

疑応答２分で実施される。 

◆関東近県ＳＳＨ指定校合同発表会（２年次３月中旬）校外発表 

 全班、ポスター発表形式で発表する。研究１サイクルを本発表会では、口頭発表形式でまとめ発表したが、その内容

をポスターにして発表する。発表件数 500 件、参加高校生 1000 人という国内最大規模の研究発表会を経験し、多くの

仲間がいることを知るとともに研究活動の視野を拡げる。多くの助言を受けて、６月までの追実験等の参考にして自

分たちの研究を発展させることが目的のひとつ。ポスターセッションの持ち時間は 60 分。 

◆最終成果発表会（３年次６月中旬） 

 研究１サイクルの成果をまとめた本発表会において、聴衆からの意見や指摘、教員からの助言、自分達から生じた

課題や疑問を整理して、研究を発展させ深化させる１サイクルの研究活動期間である２年次２月～３年次５月までの

追実験等の成果を加えた、課題研究の総まとめの成果発表会として実施する。ポスターセッション形式で行う。ポス

ターセッションは、１セッション１０分、生徒全員が２回セッションを経験できる回数のセッションを設定し、更に

全員が聴衆を経験できるように実施する。研究班ごとにＡ０判ポスターを１枚と要旨を作成する。理数科１・２年生

だけでなく、普通科１年全員を聴衆として参加させ１年生に探究活動のイメージをもたせる取組も兼ねている。 

◆研究論文草稿作成（３年次７月下旬提出） 

 課題研究の成果を総まとめし記録する。世代を超えた他者に研究内容を伝える手段である論文作成の基本を学ぶこ

とを目的に研究論文草稿と研究論文を段階的に作成する。成果をまとめながら課題研究が科学的な活動になったかを

検証し振り返り、再現性を示すことも目的の一つである。５月～７月に草稿を研究班ごとに作成する。草稿は、表紙１

枚、本文４枚、作文「試行錯誤で得られたもの」１枚とし、合計６枚としている。 

◆科学教育振興展覧会（科学展）/高校生・高専生科学技術チャレンジ（３年次９月）校外発表 

 研究班ごとに作成した研究論文草稿をもとに、代表的な科学研究コンテストに研究論文（レポート）を作成して応

募する。科学研究のコンテストを経験させる。 

◆研究論文作成（３年次１０月末提出） 

 課題研究の成果を総まとめし記録する。草稿完成後の７月～１０月に、草稿をもとに個人で研究論文を作成する。

研究論文の本提出は１０月末とする。研究論文は、表紙１枚、要旨１枚、本文７～15 枚、作文「課題研究の感想」１

枚とし、合計 10～18 枚としている。 
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◆：校外活動　　◇：校外発表　　■：課題研究において節目になる活動

理数科行事 授業/理数探究基礎 理数科行事 授業/理数探究 理数科行事 授業/理数探究

理数科活動説明会4/11

理数科対面式4/11 理数科対面式4/11 理数科対面式4/11

■理数探究ガイダンス

　4/28 課題研究開始

■３年次理数探究

　ガイダンス 4/16

■理数探究基礎ガイダンス

　5/12

■研究目的プレゼン(3h)

　5/14

■課題研究/研究期間終

了/論文下書き開始5/19

■再提出ディスカッショ

ン6/16

■３年最終成果発表見学

　(2h)6/18

■３年最終成果発表見学

　(2h)6/18

■最終成果発表会(4h)

　6/18（ポスター）

研究論文草稿仮提出

◆臨海実習（２泊３日）

　7/24ｰ26 三浦半島

■研究論文草稿本提出

　7/11

◇SSH生徒研究発表会

　8/5-7神戸国際展示場

◇SSH生徒研究発表会

　8/5-7神戸国際展示場

◆科学プレゼン実習

　9/12日本科学未来館

◇科学展応募

◇科学チャレンジ応募

■２年中間発表見学(2h)

　9/30

■中間発表会(4h)9/30

（ポスター）

■２年中間発表見学(2h)

　9/30

研究論文仮提出10/3

◆科学の甲子園（筆記）

　10/24 本校 ■研究論文本提出10/31

■課題研究説明会11/11

◆科学の甲子園（実技）

　11/8 東洋大学

■総まとめ振り返り11/7

課題研究分野決定

◆筑波研究学園都市実習

　12/2筑波研究学園都市

SSH講演会12/17 SSH講演会12/17 SSH講演会12/17

■２年本発表見学(2h×2

  日)1/27･28（口頭）

■本発表会(2h×2日)

　1/27･28（口頭）

SSH講演会 2/4

研究テーマ・班決定

SSH講演会 2/4 ◇埼玉県理科教育研究発

　表会 2/7 埼玉大

研究テーマ周辺調査開始

春

休

み

◇関東近県SSH校合同発

　表会 3/22工学院大

2025年度　理数科活動報告

学期 月
１年（１年４組/10期生/SSH２期生） ２年（２年４組/９期生/SSH１期生） ３年（３年４組/８期生）

１

学

期

4

5

6

7

夏

休

み
8

２

学

期

9

10

11

12

冬

休

み

1

３

学

期

2

3
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６．検証 

   『理数探究』の増単は、本年度２年生（令和６年度入学生）からであり、それに伴い作った 

３年間の課題研究の指導計画はこれから実践になる。この指導計画実践の効果をどのように検 

証していくか、まだ検討中である。継続的にこの取組を検証できるしくみを、来年度中には作 

りたいと考えている。                                                                                                                                                                                                                     

 

７．現段階の課題と取組としての進捗状況 

   試行錯誤しながら課題研究３年間の指導計画ができた。あとは指導計画中に設けた成果発表 

会等の節目となる活動をどう効果的な活動にしていくかが課題である。また、評価をする教員 

の指導力向上も課題である。来年度は、教員研修会を複数回実施することを考えている。 
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（５）「科学プレゼン実習」の開発実践 

１．活動名 

科学プレゼン実習 

２．仮説 

   科学プレゼン実習を通して、何を伝えたいか、どう伝えるか、どうしたら伝わるかを自ら考 

えながらプレゼンできるようになる。実習後に予定している課題研究の中間発表会では、「伝 

える」を意識したポスター作り、ポスターセッションを実践できるようになる。 

３．活動のねらい（目的） 

当日、常設展示を見学しながら題材探しをしてプレゼン実習に臨むため、自分たちの研究内 

容より客観的に情報を捉えることができ、何を伝えたいかという目的にフォーカスしたプレゼ 

ン練習にする。情報の取捨選択の大切さを経験から学ばせる。また、同じ題材でプレゼンを２ 

回繰り返し、１回目できなかったことで２回目できるようになったこと、２回通しても上手く 

できなかったことを経験させ、経験の繰り返しで向上させられることと課題を抽出できること 

を体験的に学ばせる。 

４．実施概要 

 （実施時期と場所） 

９月 12日（金）／日本科学未来館（金星＋火星ルーム、常設展示フロア） 

 （指導担当者） 

  本校引率教員２名、外部講師６名（サイエンスコミュニケーター経験者） 

 （対象生徒） 

  理数科２年３９名 

 （活動の扱い） 

  理数科行事 

５．方法と実践内容 

 （方法） 

   生徒一人一人が、日本科学未来館常設展示から題材を探し、選んだ題材についてプレゼンす 

る。発表者以外の生徒が聴衆となり質疑を行い、外部講師が助言者として発表者に対してアド 

バイスする。このポスターセッション形式のプレゼン練習を、一般客もいる常設展示フロアで、 

６～７名１班として班ごとに行う。振り返りをはさんでプレゼン練習を２回、同じ題材で実施 

する。班ごとに助言者が１名つき実習を行う。実習前後日程は以下の通りである。 

 （実践内容） 

     表：科学プレゼン実習の前後日程 

日 時 場所 内容 担当 

 ９  ４ 木 ５限理数探究 理科第Ⅰ講義室 実習連絡／実施要項配布 田口 

９  ８ 月 ６限理数探究 理科第Ⅰ講義室 実習班発表／事前課題説明 田口 

 ９ １１ 木 ５限理数探究 理科第Ⅰ講義室 
科学プレゼン事前学習（35分） 

研究班ごとの活動（30分） 
引率者 

９ １２ 金 実習当日 日本科学未来館  引率者 

 ９ ２２ 月 ６限理数探究 理科第Ⅰ講義室 
科学プレゼン事後学習（35分） 

研究班ごとの活動（30分） 
引率者 

 ９ ２９ 月 ６限理数探究  中間発表準備  

 ９ ３０ 火 ２～５限理数探究 各会場 中間発表会（ポスターセッション）  

１０  ６ 月 ６限理数探究  自己評価、振り返り  

１０  ９ 木 ５限理数探究  他者評価、振り返り  
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     表：実習当日の時程 

 

 

 

 

 

 

実習内容は以下の通りで、実習は８つの活動（活動１～活動８）で構成している。 

 

 活動１  常設展示見学 

  ◆常設展示フロア（５階と３階）を個人で自由に見学し、プレゼンの題材を探す。 

  ◆展示物について、ＳＣへの質問、スマホやタブレットの検索で情報を補っても構わない。 

  ◆題材とする展示が決まったら、個人でプレゼン実習の準備をする。 

 活動２  実習方法確認 

  ◆班内で、プレゼン実習の各自の題材となる展示と発表題目を確認し合う。 

◆題材となる展示を無駄なく結び、実習の移動ルートを決める。 

  ◆移動ルートからプレゼンの順番を決める。➡ルートと順番を助言者に報告 

  ◆プレゼン実習中の係分担を確認。（次の発表者が、進行＋計時を行う） 

 活動３  プレゼン実習（１回目） 

  ◆班員６～７名と助言者１名で行う。 

◆班ごとに、常設展示フロアを回りながら、班員が展示についてプレゼンをしていく。 

プレゼン（２．５分）➡質疑（１分）➡助言（１．５分） 

時程 活動内容 備考 

         9:50 
日本科学未来館入口前集合 

実習班ごとに集合➡班長が担任に報告 
入口前 

10:00－10:30 
入館 ルーム内準備 

あいさつ 注意事項説明 実習準備 
金星＋火星ルーム 

10:30－1１:５0 
活動 1:常設展示見学 

（プレゼン題材探し➡各自プレゼン準備） 

常設展示フロア/ 

金星＋火星ルーム 

1１:５0－12:３0 昼食（レストラン利用可） 金星＋火星ルーム/レストラン 

1２:３0－12:４0 外部講師紹介 金星＋火星ルーム 

12:４0－1３:０0 
活動 2:実習方法確認 

（各班プレゼン順番と実習ルート決定） 
金星＋火星ルーム 

1３:０0－1３:５0 活動３：プレゼン実習（１回目） 常設展示フロア 

13:５0－14:３0 活動 4:プレゼン１回目振り返り（班ごと） 金星＋火星ルーム 

14:３0－15:２0 活動 5:プレゼン実習（２回目） 常設展示フロア 

1５:20－15:３0 活動６:プレゼン２回目振り返り（個人） 金星＋火星ルーム 

15:３0－16:１0 活動７：自由見学 常設展示フロア等（１・３・５階） 

16:１0－16:３５ 
活動８：全体の振り返り（田口） 

指導講評（外部講師） 
金星＋火星ルーム 

16:３５－16:４５ 
片付け ルーム内現状復帰 あいさつ 

諸連絡（池田） 
金星＋火星ルーム 

１６：４５ 金星＋火星ルームで解散 金星＋火星ルーム 
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  ◆発表者以外の班員は、聴衆となる。 

  ◆発表者は助言者からプレゼンについて助言をいただく。 

 活動４  プレゼン１回目振り返り 

  ◆プレゼン実習を終了して金星＋火星ルームに戻ったら班ごとに行う。 

  ◆発表者１人ずつ、聴衆と助言者から気付いたことを挙げてもらい振り返りをする。 

 活動５  プレゼン実習（２回目） 

  ◆１回目と同じ要領で行う。 

  ◆１回目の気づきや反省、助言、振り返りを意識して実習する。 

 活動６  プレゼン２回目振り返り 

  ◆プレゼン実習を終了して金星＋火星ルームに戻ったら各自で行う。 

  ◆各自、発表者として１回目と２回目のプレゼンを比較して、何ができるようになって何が 

   自分の課題となったか振り返りをする。 

  ◆助言者から１回目と２回目を比較して気づいたことをコメントしてもらう。 

 活動７  自由見学 

  ◆個人で自由に館内展示スペース全体（１階、３階、５階）を見学。 

  ◆ミュージアムショップ（１階）の利用も可とする。 

 活動８  全体振り返り・指導講評（司会：田口） 

  ◆全体の振り返りとして、各班まとめをして発表する。 

  ◆助言者（外部講師）から指導講評をいただく。 

 ※次頁から実習書の一部を添付した。「プレゼン実習準備シート」「科学プレゼン実習/活動記

録」「活動８の記録部分」の３シートを添付した。 
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科学プレゼン実習／活動記録 
 

                                   ２年４組     番・氏名                      

活動３ 活動４  

自分自身のプレゼン１回目について反省 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動４ 

２回目のプレゼンに向けて改善すべきこと・意識すべきこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動５ 活動６ 

１回目で気づいた改善すべきこと・意識すべきことがプレゼン２回目にどれだけできたか 

 

 

 

 

 

 

 

プレゼン２回目の新たな気づき 

 

 

 

 

 

 

事後学習 
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６．検証 

   科学プレゼン実習を開発し実践３年目になる。生徒の活動記録や外部講師の方々からの様々  

なご指摘を受けて、内容を改善しながら実践していて、まだ実習として内容が固まっていない。 

この実習の効果をどのように検証するか、まだ検討中である。下記の内容は、外部講師の方か 

らいただいたご意見・ご指摘である。 

【実習の改善点】 

・控室に戻ってからの振り返りがタブレットに書き込む個人作業となっており、効果的に振

り返れていたのかわからないので、グループディスカッションの形式でお互い振り返るのも

良いかもしれません。講師としてもフォローしやすくなります。 

・短時間でしたが、集中してプレゼンに取り組める非常に良い研修だと思いました。２回プ

レゼンの機会があるのがなにより素晴らしいプログラムだと思います。 

・学生の皆さんには、未来館の展示内容を一人で理解しようとせず、科学的な内容の質問や

確認を、私たちにもっと積極的にして欲しかったです。そうすれば、プレゼン実習に特有の

課題（どのように情報を取捨選択して、どのように話を組み立てて、どのように話すのか）

にもっと集中して取り組めたのではと思います。 

【１回目から２回目の生徒の変容】 

・皆さん大きく改善されていました。１回目の方では「そもそも、何を話しているのか自分

でもよくわからない」状態の生徒が大半だったのですが、まず１回話してみたことで、自分

の中で情報が整理されたのではないでしょうか。２回目のプレゼンでは、何かひとつ、筋道

を立てて話そうとする努力が見て取れました。 

・１回目のフォードバックを受けて、後ろ向きにならず最善を狙っていく前向きな姿勢に感

動しました。日々の学校生活で培われているものもあると思いますので、その環境も素晴ら

しいなと思いました。 

【実習全体へのご意見】 

・限られた時間での実習でしたが、個人的には下記の点が良かったと思います。 

 〇聞き手は見ていない（かもしれない）展示について説明をすることになる。 

 〇自分のデータではない素材を使って、情報編集する練習になる。（思い入れがないので 

練習しやすい） 

・「伝える」「伝わる」は、私にとっても日々挑戦と反省しているテーマでしたので、生徒た

ちの姿を見ながら自分自身も得たものがありました。 

科学プレゼン実習後のポスターセッション形式で行った中間発表会（９月）でも、口頭発表 

  形式で行った本発表会（１月）でも、以前のプレゼンより相手に伝える工夫か見られるように 

なった。以前は、原稿をつくりそれを暗記し覚えた通りに説明するようなプレゼンが見られた 

が、そのようなプレゼンはほぼなくなった。聴衆への問いかけから始まったり、間をおいて強 

調したり、スライド上で強調したい部分のみ手描きの記載にしたりと、生徒の創意工夫が見ら 

れるようになってきた。科学プレゼン実習の効果は絶大だと考えている。 

７．現段階の課題と取組としての進捗状況 

   生徒 40名に対して助言者６名という配置で実習を構成している。助言者となっていただけ 

る外部講師を探して、実習日に参加していただくことが難しい。現在、成立していてもいつま 

でできるかが不透明で課題である。本校の課題研究は、本年度から普通科のＳＳ課題研究選択 

者が合流して行っている。科学プレゼン実習は、理数科行事として実施していることから普通 

科生徒は参加していない。来年度は、この実習の扱いを理数科行事から授業扱いにして、普通 

科の生徒も参加できるようにする。よって、実習参加生徒が増えることになり生徒数と実習方 

法の関係も課題になる。実習自体の完成度は上がっていると考えている。 

 



- 41 - 

 

④実施の効果とその評価 

 課題研究の指導計画に校外発表会を取り入れることについては、校内で様々な意見が出た上で、

生徒たちの大きな成長につながるということで実施することになった。全員が初めて校外発表をす

る埼玉県理科教育研究発表会の直後に、校外発表会をどう受け止めているか意識委調査を実施した。

令和７年２月、令和８年２月に参加した生徒７２名の意識調査の結果から、その効果を分析する。 

問：校内で行った本発表会と校外で行った埼玉県理科教育研究発表会を比較して、校外発表だか

らこそ学べたこと、得られたことを挙げてください。 

・自分の班とテーマが似ている班が何班かあり、そこを見学することで新鮮な視点で自分らのテ

ーマを見ることができた。また、別の視点から研究されていたので、自分らの研究にも活かせる

と思った。 

・大学や他校の先生からの質問も鋭いものが沢山あって、改善すべき点を知れたのも良かった。 

・予想もつかないような発想の質問だったり、実際に同じような実験をやった人や同じような課

題に直面した経験をもつ人の意見があって、多くの人から沢山の疑問や意見をもらえた。 

・他校の研究が見れるため、初めてみる研究内容を理解しようとする力をつけることができた。 

・他校の人にも伝わるような発表を心掛けた。人に伝えることの難しさを学んだ。 

・スライドの使い方や発表のしかたを学べた。 

・違う分野から攻めている同目的の研究があり自分達の研究に通じる部分が多く参考になった。 
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〇問１～３の回答は、非常にポジティブな結果になっていて、課題研究の取組自体には校外発表が

プラスになったと感じている生徒が多かったことが分かる。それに対して、問４～６の回答は、ど

ちらとも言えないとネガティブな回答が多くなっていて、発表者としても聴衆としても上手くでき

なかったという意識の生徒が一定数いることがわかる。合わせて見てみると、校外発表を通して自

分のパフォーマンスに対して課題意識を持てた生徒が一定数いること、校外発表という場が自分た

ちの課題研究にプラスになったと考えている生徒がほとんどだったということが分かる。これは、

主体的な課題抽出と目標設定につながる結果だと考えられる。また、記述調査の内容からも、校外

発表は生徒を大きく成長させ課題研究の質的向上につながると言える。 

〇次頁の表に示したように、令和３年入学生から校外発表会参加を促し始め、令和５年度入学生を

対象に試行し、令和６年度入学生から課題研究の指導計画に校外発表会を取り入れた。本校の校外

発表の件数は着実に増えている。校外発表の経験が生徒たちを成長させ、課題研究の質を向上させ

る。 

〇成果発表の方法についても、他者の発表を見ていい点を取り入れて自分の発表をよくしようとす

る意識が強いことから、校外発表を通して大きく向上することが期待できる。 

 

表：学年ごとの校外成果発表の件数比較（2026年３月時点） 

入学年度 

(令和) 

課題研究準備 課題研究実践 

ポスター 

発表 

口頭 

発表 

論文 

発表 
合計 

SSコラボ 

レーション 

理数探究 

基礎 
理数探究 

１年次 ２年次 ３年次 

３年度入学生 

理数科６期生 
－ ０ １ ０ ２ １ １ ４ 

４年度入学生 

理数科７期生 
－ １ １ １ １１ ０ ０ １１ 

５年度入学生 

理数科８期生 
－ １ １ １ １７ １２ １１ ４０ 

ＳＳＨ指定 

６年度入学生 

(SSH１期生) 
１ １ ２ １ １２ １４ ０ ２６ 

７年度入学生 

(SSH２期生) 
１ １ ２ １     

 

（課題研究の校外発表会における受賞歴） 

令和３年度入学生 なし 

令和４年度入学生 なし 

令和５年度入学生 科学教育振興展覧会埼玉県中央展 優良賞（物理１班、化学１班、生物１班） 

         日本地球惑星科学連合大会 奨励賞（物理１班） 

令和６年度入学生 現在のところなし 
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第２章 テーマ２：普通科の教育課程を改定し、課題研究に取り組む機会の創出や STEAM型探究活 

動の開発・実践を行い、科学的根拠を持って探究する資質・能力を育む。 

 

①研究の課題 

 本校の令和４年度卒業生 347名（男子 181名、女子 166名）において、普通科は男子 153名、女

子 158 名で男女比 1:1 であり、理数科は男子 28 名、女子 8 名であった。卒業生に占める女子の理

系進学者の割合は約 14％、また生物、医学系以外の理工系進学者の割合は約３％であった。一方、

男子の理系進学者は約 32％で、生物、医学系以外の理工系進学者の割合は約 20％であった。令和

５年度入学生までは、課題研究に取り組むことができるのは理数科生徒のみで、普通科は『総合的

な探究の時間』において探究活動をする教育課程であった。理数科を設置する男女共学校である本

校においては、性差によらない進学を支援していくことが重要な課題である。 

 

    表：令和６年度入学生（SSH１期生）からの探究活動科目の設置 

学年 普通科 
 

理数科 
希望者 

１学年 ＳＳ探究Ⅰ (１単位) 理 数 探 究 基 礎 (１単位) 

２学年 ＳＳ探究Ⅱ (１単位) 
ＳＳ探究Ⅱ  (１単位) 

理数探究  (２単位) 
ＳＳ課題研究 (１単位) 

３学年 ＳＳ探究Ⅲ (１単位) 
ＳＳ探究Ⅲ  (１単位) 理数探究  (１単位) 

科学技術・理数系コンテスト等への出展 

 

②研究の経緯 

 ＳＳＨ指定に伴い、令和６年度入学生から普通科の教育課程を改定し、『総合的な探究の時間』に

替わる科目として、学校設定科目『ＳＳ探究Ⅰ』（１単位）を１年、『ＳＳ探究Ⅱ』（１単位）を２年、

『ＳＳ探究Ⅲ』（１単位）を３年に設置した。『ＳＳ探究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ』では、STEAM 型探究活動の開

発・実践を進めている。 

また、２年に選択科目である学校設定科目『ＳＳ課題研究』（１単位）を新設した。この科目を選

択すると必修科目『ＳＳ探究Ⅱ』と合わせて２単位となり、理数科の『理数探究』（２単位）と同じ

単位数となる。普通科の『ＳＳ探究Ⅱ』＋『ＳＳ課題研究』（２単位）を、理数科の『理数探究』（２

単位）と同時に実施することで、普通科生徒と理数科生徒が混ざり合い合同で課題研究に取り組む

ことが可能となる。更に、３年次の普通科『ＳＳ探究Ⅲ』と理数科『理数探究』を同時に実施する

ことで、２年から３年の３単位分を、普通科生徒が理数科生徒と課題研究に取り組む時間にできる。

この普通科教育課程の改定と時間割作成の工夫により、普通科の生徒が文系理系に関係なく課題研

究に取り組む機会を創出した。 

 

③研究開発の内容 

【仮説】 

  普通科の教育課程を改定し、課題研究に取り組む機会を創出することで、課題研究の量的拡大 

を図るとともに、文理を問わず科学的根拠を伴ったＳＴＥＡＭ型探究活動の開発・実践を行うこ 

とで、普通科の理系進学者が増加する。特に、女子生徒の理系進学者が増加する。 

 ◯普通科の『総合的な探究の時間』に替わる科目『ＳＳ探究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ』において、STEAM型探 

究活動を開発・実践することで、普通科生徒にもデータ等を分析し推論する力、科学的根拠を持 

って論理的に説明する力を育成できる。 

 ◯これまで進路選択・決定に際しては、生徒の希望に委ねられていたが、三者面談や教員アンケ 
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ートより性差によるバイアス等で理系への進学を志望する女子生徒が少なかった可能性がある。 

 ◯大学・研究機関等の女性理系研究者による講演やワークショップの開催、本校の卒業生等で理 

系学部・大学院で学ぶ学生・院生と触れ合う機会の創出などにより、特に女子生徒の理系進学者 

の増加が予想される。 

〇普通科生徒でも希望すれば課題研究に取り組むことができることが中学生に周知されれば、課 

題研究に取り組むことを目的の一つにした普通科受験生、普通科入学生が増える。 

【研究開発の内容】 

（１）普通科に学校設定の選択科目『SS課題研究』を設置運用 

１．活動名 

  『ＳＳ課題研究』 

２．仮説 

   普通科生徒が課題研究に取り組む機会を創出され、課題研究に取り組む生徒が増えれば、普 

通科の理系進学者が増える。特に、女子の理工系進学者を増やすことができる。 

３．活動のねらい 

   普通科の理系選択者の中には、理数科のより専門的な課題研究や学習活動に興味をもってい 

る生徒がいる。本校の入学者選抜では、第２希望で普通科に入学してくる生徒が一定数いる。

そのような生徒も含め、理系分野に強い興味関心をもつ生徒に課題研究に取り組む機会を与え

ることで、科学的探究力が育ち理系分野への興味関心を再確認することで、理系進学者が増え

る。更に、女子の進学先ではないというイメージが払拭され、女子の理工系進学者を増やすこ

とができる。 

４．実施概要 

 （実施時期と場所） 

  ２年次通年（選択者決定は１年次２学期） 

 （指導担当者） 

  理科・数学の理数探究担当者と同じ 

 （対象生徒） 

  普通科２年生の選択者 

 （活動の扱い） 

  学校設定科目『ＳＳ課題研究』（１単位） 

５．方法と実践内容 

[1]時間割編成の工夫 

   このしくみは、『ＳＳ探究Ⅱ（１単位）』＋『ＳＳ課題研究（１単位）』の普通科２単位と『理 

数探究（２単位）』の理数科２単位で、単位数を揃えることで普通科生徒が理数科生徒と混ざっ  

て課題研究に取り組むことができる。よって、この２単位を同時に実施すれば成立するのだが、 

『ＳＳ課題研究』は普通科選択者のみが課題研究をして、選択していない大部分の普通科生徒 

は通常授業の時間であり、『ＳＳ課題研究』選択者はその授業に出席できないことになる。この 

問題を解消するには、『ＳＳ課題研究』の時間を「ぶらさがり」と言われる普通科のその日の最 

終授業が終わった後に実施する必要がある。本校は５時間授業で時間割を編成しているが、『Ｓ 

Ｓ課題研究』は６時間目に設定している。 

  [2]教員の配置 

   普通科の科目『ＳＳ探究Ⅱ』では、２年の学年団教員全員が探究活動の指導にあたっている。 

理数科の科目『理数探究』では、理科と数学科の全教員が課題研究の指導にあたっている。こ 

のしくみでは、２科目を同時に実施するため、普通科の指導に理科と数学教員が参加できない 

状況をつくってしまう。全校を見渡し教員の配置も考えた時間割編成が必要になる。 
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[3]科目の説明と選択者募集 

   １年生は、課題研究のイメージを持っていない生徒が多い。また、他の選択科目のように進 

路説明会等の口頭説明だけでは、課題研究のイメージを膨らませて自分の興味関心と結びつけ 

て考えることが難しい。そこで、理数科の生徒が課題研究に取り組んでいる様子を直接見学し、 

質問できる機会を作った。令和６年度入学生向けには、理数科２年生に放課後決まった時間に 

活動してもらい課題研究見学週間をつくった。令和７年度入学生は、『ＳＳ探究Ⅰ』の時間に、 

理数科３年生の最終成果発表会を見学できる機会をつくり、理数科３年生の研究発表（ポスタ 

ーセッション）に直接参加させた。また、常に他者と協働し、能動的に参加することが求めら 

れる科目であるため、選択者募集から決定まで下表のように丁寧に進めた。 

 

表：２年次選択科目『ＳＳ課題研究』の選択者決定の進め方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[4]選択者数 

   研究開発の想定では、選択者 20名程を想定してたが、令和６年度入学生は９名、令和７年 

度入学生は６名であった。 

 

  表：普通科選択科目『ＳＳ課題研究』の選択者決定の過程における人数推移（男子／女子） 

 令和６年度入学生 

（SSH１期生） 

令和７年度入学生 

（SSH２期生） 

対象生徒（普通科全生徒） ３１８（179／139） ３２０（179／141） 

２年次の理系・文系選択状況 理系 175 文系 141 理系 157 文系 159 

ＳＳ課題研究説明会出席者 １５（10／ 5） １０（ 7／ 3） 

選択決定者    ９（ 8／ 1）    ６（ 5／ 1） 

説明会出席者で選択しなかった生徒    ６（ 2／ 4）    ４（ 3／ 2） 

 

 

 

期日 選択者決定過程 内容 

9/9（火） １学年会 
選択者決定までのスケジュールと選択希望者の手続きについ

て連絡と意見回収 

9/17(水)   理数科部会 選択者決定方法と進め方を決定 

9/18（木） 職員会議 職員会議で連絡 

9/19（金）～10/14(火) １年生全体へ説明 
理数科部より１年生全員に SS 課題研究と選択の方法や進め

方を説明する（SS 探究Ⅰの時間） 

9/29（月）SHR 各クラス掲示と説明 
選択者決定までのスケジュールと選択希望の手続きについて

各ＨＲで担任から連絡 

10/22（水）放課後 ＳＳ課題研究説明会 
選択希望者を集めて理数科部の担当教員から説明をする 

選択希望票を配布 

10/23（木）～28（火） 選択希望票提出期間 

選択希望者は担任に選択希望票を提出 

担任は原則選択希望票を受け取るが再考が必要、書類不備が

ある場合は担任段階で再提出をさせる 

10/29（水）～31（金） 選考期間 

選択希望者が 20 名を上回り選考が必要な場合は、係が希望票

の内容を元に選択者の原案をつくり理数科部に提出。理数科

部で検討し決定する。20 名を下回った場合は同部で確認 

11/5（水）放課後 選択者発表 選択希望者を集め理数科部 SS 課題研究係から伝達 

11/11（火）５限 課題研究説明会 

普通科のＳＳ課題研究選択者と理数科生徒を集めて、課題研

究の今後の流れを説明。分野選択希望用紙を全員に配付 

※普通科生徒は通常授業は公欠とする。 
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６．検証 

   このしくみを企画した当初、選択者は 20名を想定していた。この科目を設置して２年目と  

なるが、選択者数は昨年度９名、本年度６名と想定より少なくなっている。普通科の生徒が課 

題研究をどう受け止めているかを検証するために、ＳＳ課題研究説明会に出席して説明を聴い 

たが選択をしなかった生徒に着目し、選択者決定後にヒアリングを行った。対象生徒は２年間 

で 10名である。ヒアリングでは以下の３点について聴いた。 

①２年次の文理選択 

②本校受験時の第１希望・第２希望について 

③ＳＳ課題研究を選択しなかった主な理由 

  [1]ヒアリング結果 

①『ＳＳ課題研究』は、２年次の理系文系選択に関係なく選択できる科目であるが、２年間 

で説明会に出席した２５名全員が理系であり、文系生徒はいなかった。 

②説明会に出席した１期生１５名中３名、２期生１０名中７名が、理数科を第１希望で受験 

し第２希望で普通科に入学し在籍している生徒であった。 

③２年間で説明会に出席したが選択しなかった生徒１０名中９名は、忙しくなり学業や部活 

動との両立が難しそうだからということを理由としていた。説明を聴き、その分野の勉強 

は好きだが研究をやりたいわけではなかったことに気付いたという生徒が１名いた。 

 

  [2]ヒアリング結果から考えられること 

   ②の結果より、本校理数科に入学して課題研究をやってみたいという生徒が増えていること 

が考えられる。また、課題研究は本校 SSHの取組の中心であり、SSH指定校ということが学校 

説明会や HPの効果で周知されてきたとも考えられる。また、③の結果より、大変そうなこと 

は先回りして避けようとする、最小限の労力で効率よくできないかをまず考える、こうした生 

徒が増えている学校の状況を反映していると考えられるが、逆に課題研究がどういうものかが、 

３年生の最終成果発表会やＳＳ課題研究説明会でしっかり伝わっているとも受け取ることが 

できる。 

  [3]令和６年度入学生のＳＳ課題研究選択者９名の活動状況 

   積極的に課題研究に参加し、活動状況に理数科生徒との差異は特に感じない。研究班 12班 

中、2班は普通科ＳＳ課題研究選択者が班長を務めている。 

７．現段階の課題と取組としての進捗状況 

   理数科と取り組む課題研究がどういうものかが伝わっているのなら、あとは「探究活動の意 

義」や「課題研究のおもしろさ」をどう伝えるかが課題だと考えている。特に、大変そうなこ 

とから先回りして避ける生徒に対して、「探究活動の意義」をしっかり伝えることが『ＳＳ探 

究』を進める上でも重要になる。機会と時間をつくりその点に着目した取組を考える必要があ 

る。来年度が２年目となり、ＳＳ課題研究選択者が３年次を理数科を活動していないことから、 

これから問題が生じることも考えられるが、時間割等の運用上の問題は現在のところ解決でき 

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）普通科の学校設定科目『ＳＳ探究』におけるＳＴＥＡＭ型探究活動の開発 
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１．活動名 

ＳＴＥＡＭ型探究活動 

２．仮説 

学校設定科目『ＳＳ探究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ』の学びを通して、普通科であっても、更には文理を問 

わず、科学的根拠を持って倫理的に考え説明する力が育つことで、理系分野に興味関心があっ 

た生徒が自信をもってその進路に進むことができるようになる。よって、男女に関係なく普通 

科の理系進学者が増え、その中の理工系進学者も増えていく。 

３．活動のねらい 

ＳＴＥＡＭ型探究活動の開発・実践することで、文理問わず普通科生徒にデータ等を分析し 

推論する力、科学的根拠を持って論理的に説明する力を育成できる。それによって、科学技術・ 

理数系コンテスト等へ出展する生徒が生まれる。 

４．実施概要 

（実施時期と場所） 

通年／ＨＲ教室 

 （指導担当者） 

理数科の課題研究を指導しない教職員（理科・数学以外の全教職員） 

 （対象生徒） 

１年生普通科３１８名および２年生普通科３１６名 

 （活動の扱い） 

学校設定科目：１年生『ＳＳ探究Ⅰ』、２年生『ＳＳ探究Ⅱ』、３年生『ＳＳ探究Ⅲ』 

５．方法と実践内容 

[1]教育課程の改定と合同実施体制 

   普通科の教育課程を改訂し、「総合的な探究の時間」を「ＳＳ探究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」へと読み替え、 

系統的な科学教育を必修化した。また、普通科２学年に選択科目「ＳＳ課題研究（１単位）」を  

新設し、「ＳＳ探究Ⅱ」と合わせて、理数科の「理数探究」と同時展開することで、学科の枠を 

超えた合同班の編成を可能にした。 

[2]ＳＴＥＡＭ型探究プログラムの開発・実践 

(ァ) 探究スキルの基礎醸成（ＳＳ探究Ⅰ：１年次） 

１年次では、探究活動の土台作りとして、全生徒に対し「調べ学習」と「探究学習」の構造  

的な相違を明確に定義させた。その上で、自ら問いを立て、収集した情報を分析して独自の  

解を導き出す「探究プロセス」の習熟を図った。 

・課題設定の高度化： 各種シンキングツールを活用に加え、東京大学生産技術研究所との連  

携による「課題設定ワークショップ」を導入した。専門的視点から問題解決のアプローチを 

学び、質の高い問いの立て方を習得させた。 

・探究のミニサイクルによる検証： 設定した課題が机上の空論に終わらぬよう、短期間で仮 

説検証を行う「ミニサイクル」を回した。これにより、計画の実行可能性を生徒自らが評価・ 

修正するプロセスを経験させた。 

(イ) 発展的・協働的な探究の展開（ＳＳ探究Ⅱ：２年次） 

１年次で培った基礎スキルを基盤に、２年次ではより専門性と社会性の高い研究へと移行  

させている。発表会を年間３回設け、ＰＤＣＡサイクルを回すことで探究活動の充実化を目 

指した。また、分野を問わずアンケート調査を積極的に行うよう促し、データの収集・分析 

を探究活動に取り入れることを奨励した。結果として、ほとんどの班がアンケート調査を実 

施し、その回答に基づき探究を深化させている。 

・学年横断的な班編成： 個々の興味・関心に基づいたテーマ設定を行い、クラスの枠を超え 

て同じ問題意識を持つ生徒同士で研究班を組織した。 
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・継続的なフィードバック体制： 「課題設定」「中間報告」「最終報告」の計３回の発表機会 

を設けた。教職員による指導に加え、生徒間での相互評価（ピア・レビュー）を積極的に取 

り入れ、多角的な視点から研究の進捗を確認できる環境を構築した。 

・科学的根拠の重視：数学・情報の知見を融合し、データ分析に基づいた推論と論理的説明 

を徹底した。 

(ウ) 多面的な評価システムの構築 

生徒の資質・能力の変容を可視化するため、定量的・定性的な評価を組み合わせた。 

・ルーブリックの活用： 日々の授業への取り組みおよび各発表会において、到達目標を明 

示したルーブリックを提示した。これにより、生徒が目指すべき方向性を自覚しながら活 

動に取り組めるよう配慮した。 

・ＯＰＰＡ（一枚ポートフォリオ評価）法による変容の可視化： 学期やプロジェクトごと 

にＯＰＰシートを作成した。活動前の「仮説・目標」と活動後の「自己評価・振り返り」を 

対比させ、自身の思考の深化やスキルの向上を生徒自身が実感できるよう設計した。この 

自己変容のプロセスを、教員側も重要な評価指標として活用している。 

 

  

  

【当該班の発表スライド抜粋】 

 

 

 

 

６．検証 
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[1]１年次のＯＰＰシートの分析 

「探究とは何か／探究はなぜ必要とされているか」という問いに対し、学習前は「社会で必  

要な力を身に付けるため」や「自分の視野を広げるため」といった抽象的な回答が目立った。

しかし学習後は「計画性の重要性」や「批判的思考の必要性」に言及する記述が増加した。中

には、日常的なデータの客観性や数字の変化の様子に注意を向けるようになったとの記述もあ

り、科学的態度の養成がうかがえる。 

[2]２年次の発表会（資料）の分析 

   普通科の探究活動において、例えば「音の振動は植物の生育と関係があるのか」というテー  

マを設定した班は、先行研究を踏まえつつ、実行可能な範囲で反復実験ができる素材を選定し、 

科学的な分析を行っている。 

 

 

 

  

【当該班発表スライド抜粋】 

 

理系的なテーマのみならず、文系的な探究においても、アンケート調査を実施し集まったデ 

ータの分析が活用されている。例として「日本語の豊かさについて～日本語でよりよく自分を 

表現するには～」というテーマで探究した班は、「自身が表現したい性・気質に合致したイメー 

ジが確立されている一人称を使うことが、他者からより本当に近い理解を得ることに繋がるの 

ではないか」という仮説に対して、文献調査だけでなく、先行研究をもとにアンケートを作成 

し、校内でアンケート調査を実施し、分析した。発表会での指摘を受けてアンケートの改善を 
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試みるなど、生徒間の相互評価が活動の改善に寄与している。 

以上の事例から、１年次の探究ミニサイクルを経て手法を学び、２年次において共通の関心 

を持つ生徒同士で研鑽を積み、発表会を通じて客観的な視点を取り入れることで、科学的な探   

究を目指す態度が養成されていると判断できる。 

[3]外部評価・客観的成果の検証 

令和７年１２月開催された「探究活動生徒発表会」において、上記２班が発表を行い、他校 

生徒や見学者から「実験の工夫が見られる」「興味深い」といった好意的な評価を得た。また、

日本語に関する探究班は県教育長からも言及されるなど、一定の評価を得ている 。 

７．現段階の課題と取り組みとしての進捗状況 

[1]成果と進捗 

普通科の文系的な探究において、いかにしてデータサイエンス等の理系的要素を取り入れ、 

科学的客観性を担保するかが課題であった。これに対し、教員が実際の論文を例示し、学術的 

な参考文献の明示を指示した。ルーブリックにも、「先行研究の明示と論理的な説明」を評価項 

目に加えたことで、全班での実施に至っている。こうした取り組みから、生徒自身が「科学的 

な根拠」の重要性を自覚している。また、アンケート調査を通じて「ＳＳ情報」や「数学」で 

学んだ知識を実践的に活用できている。課題としては、母集団の限定性や、他教科との連動性 

のさらなる強化が挙げられ、校内体制の整備していく必要がある。 

[2]抽出された課題 

生徒の定性的取り組みの定量化、および普通科への拡大に伴う全教職員の指導スキル（特に 

データ解析）の底上げが急務である。また、ルーブリックの改善や、数学・情報・探究が連動 

する教科横断的な取り組みの充実により、生徒の学びをさらに深める必要がある。加えて、テ 

ーマが「科学技術」に偏りがちな点を踏まえ、人文社会（Arts）や工学（Engineering）の視点 

を結びつけた、社会課題解決型のＳＴＥＡＭ教育への昇華を検討していく 。 

 

【表：２年次における最終発表会用ルーブリック】 

[3]今後の改善策 






































































































